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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアミン誘導体及びポリアミド誘導体の少なくともいずれかと、酢酸アンモニウム及
び乳酸アンモニウムの少なくともいずれかと、水溶性溶剤と、界面活性剤と、水と、を少
なくとも含有するインクジェット用前処理液を記録媒体に付与するインクジェット用前処
理液付与工程と、
　水溶性染料と、水溶性溶剤と、水と、を少なくとも含有し、前記水溶性溶剤の含有量Ｓ
と前記水の含有量Ｗとの重量比（Ｓ／Ｗ）が０．７～１．６であり、かつＪＩＳ－Ｋ２２
６５に記載される方法に従い測定した引火点を持たないインクジェット用インク組成物を
用いて画像を記録する記録工程と、
を含むことを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項２】
　記録媒体が、支持体と、該支持体の少なくとも一方の面に塗工層と、を有してなり、動
的走査吸液計で測定した接触時間１００ｍｓにおける純水の該記録媒体への転移量が３ｍ
Ｌ／ｍ２～１０ｍＬ／ｍ２であり、かつ接触時間４００ｍｓにおける純水の該記録媒体へ
の転移量が４ｍＬ／ｍ２～２０ｍＬ／ｍ２である請求項１に記載のインクジェット記録方
法。
【請求項３】
　インクジェット用前処理液及びインクジェット用インク組成物の少なくともいずれかが
、下記一般式（１）で表される有機溶剤を少なくとも１種含有する請求項１から２のいず
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れかに記載のインクジェット記録方法。
【化１】

　ただし、前記一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に炭素数３～６の
アルキル基を表し、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に炭素数１～２のアルキル基を表し、
ｊは、１～６の自然数を表す。
【請求項４】
　インクジェット用前処理液及びインクジェット用インク組成物の少なくともいずれかが
、下記一般式（２）で表される界面活性剤を少なくとも１種含有する請求項１から３のい
ずれかに記載のインクジェット記録方法。
【化２】

　ただし、前記一般式（２）において、Ｒｆ１は、－Ｃ３Ｆ７及び－Ｃ４Ｆ９のいずれか
を表し、Ｑは、－ＣｂＨ２ｂ＋１、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ３Ｆ７、及び－ＣＨ

２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９のいずれかを表し、ｂは、１１～１９の自然数を表し、
ｋは、２０～３５の自然数を表す。
【請求項５】
　水溶性染料がシアン染料を含有し、前記シアン染料が下記一般式（３）で表される化合
物である請求項１から４のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【化３】

　ただし、前記一般式（３）において、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第
４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは
、０、１、２、及び３のいずれかを表し、ｕは、１～４の自然数を表す。
【請求項６】
　水溶性染料がマゼンタ染料を含有し、前記マゼンタ染料が下記一般式（４）で表される
化合物である請求項１から５のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
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【化４】

　ただし、前記一般式（４）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立に、水素原子、炭素数
１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、ハロゲン原子、及び水
酸基のいずれかを表し、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウ
ム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表す。
【請求項７】
　水溶性染料がイエロー染料を含有し、前記イエロー染料が下記一般式（５）で表される
化合物及び下記一般式（６）で表される化合物のいずれかである請求項１から６のいずれ
かに記載のインクジェット記録方法。
【化５】

【化６】

　ただし、前記一般式（５）及び前記一般式（６）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立
に、水素原子、炭素数１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、
ハロゲン原子、及び水酸基のいずれかを表し、Ｔは、炭素数１～２のアルカノールアミン
基及び水酸基のいずれかを表し、Ｄは、－ＣＯＯＭ及び－ＳＯ３Ｍのいずれかを表し、Ｍ
は、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２の
アルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは、０、１、２、及び３のいずれかを表す。
【請求項８】
　記録工程が、インク吐出手段によりインクジェット用インク組成物に刺激を印加して該
インクジェット用インク組成物を吐出させて画像を記録する請求項１から７のいずれかに
記載のインクジェット記録方法。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれかに記載のインクジェット記録方法により記録されたことを特
徴とするインクジェット記録物。
【請求項１０】
　ポリアミン誘導体及びポリアミド誘導体の少なくともいずれかと、酢酸アンモニウム及
び乳酸アンモニウムの少なくともいずれかと、水溶性溶剤と、界面活性剤と、水と、を少
なくとも含有し、記録媒体に付与して水溶性染料を用いたインクジェット記録の前処理液
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として用いられることを特徴とするインクジェット用前処理液。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット用前処理液、並びに、該インクジェット用前処理液を用いた
インクジェット記録方法、及び該インクジェット記録方法により記録されたインクジェッ
ト記録物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンターは、低騒音、低ランニングコストといった利点から目覚しく
普及し、普通紙に印字可能なカラープリンタも市場に盛んに投入されるようになった。し
かし、画像濃度、耐擦過性、文字にじみ（フェザリング）、色境界にじみ（カラーブリー
ド）、両面印刷性、吐出安定性などの要求される全ての特性を満足することは非常に難し
く、用途に応じて優先される特性から用いるインクを選択されているため、これらの特性
を全て満たすインクが望まれているのが現状である。
【０００３】
　インクジェット記録に使用されるインクは、水を主成分とし、これに着色剤や、目詰ま
り防止等の目的でグリセリン等の湿潤剤を含有したものが一般的である。
　前記着色剤としては、染料及び顔料が主に用いられている。前記顔料は、耐光性、耐ガ
ス性、耐水性に優れるが、発色性が劣るという問題がある。
　一方、前記染料は、発色性や安定性に優れることから、インクジェット記録に用いるイ
ンクとして染料を用いることが試みられている。
【０００４】
　しかし、染料も、画像の耐光性、耐ガス性、耐水性等が劣るという問題や、普通紙等上
でにじみ易いという問題があり、特にブラックインクとカラーインクとの境界におけるに
じみ（カラーブリード）の解消が課題となっている。
　カラーブリードの解決方法としては、インク粘度を高くすることで浸透性を抑えるとい
う方法が提案されている（特許文献１参照）。しかし、インクジェットでインクを安定に
吐出するための粘度にも上限があるため、充分な効果が得られていない点で問題である。
【０００５】
　また、カラーブリードの解決方法として、界面活性剤の添加とその量の調整により、ブ
ラックインクの紙への浸透性よりも、カラーインクの浸透性を高くすることで、画像上で
ブラックインクがカラーインクの領域に浸透しないようにする方法も提案されている（特
許文献２参照）。
　しかし、この方法を用いても、顔料インクと同等レベルまでは到達できていない点で問
題である。また、界面活性剤は、インクの表面張力を低下させるため泡が発生し易くなり
、特にインクジェットにおいては、インクジェットヘッドへのインク充填時などに泡が発
生した場合、ヘッド内のインク流路を塞ぐことで吐出不良等の弊害につながる問題がある
。
　この泡を低減するためには、シリコンオイル、シリカ微粒子、低級アルコール等の消泡
剤をインクに添加する方法が一般に用いられている。
　しかし、シリコンオイルやシリカ微粒子は、水に対して溶解性がなく、色材として染料
を用いた場合は、凝集等の問題を発生することが多く、顔料を用いた場合でも顔料粒子の
分散安定性を損ねることが多い。
　また、低級アルコールは、揮発性が高いため、泡の低減効果が持続しないことや、紙に
印刷した際に色ムラが発生するなどの問題があるため、添加量を減らし対応することが多
く、泡低減の効果も充分に得られていないというのが現状である。
【０００６】
　以上のようにインクジェット記録画像の高画質化は、色材の改良と共に進んできた。し
かし、普通紙のような浸透速度の速い紙に印字する際には、インクが普通紙の内部や裏側
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まで浸透してしまうため、オフセット印刷、スクリーン印刷、電子写真などから出力され
る画像に比べると画像濃度や彩度が著しく低く、見劣りのする画像になってしまうという
欠点があった。
【０００７】
　このような問題を解決するため、記録媒体表面にインクによる画像が形成された際にイ
ンク中の色材を定着するための材料を予め塗工した記録媒体や、表面に白色顔料や水溶性
高分子を塗工した記録媒体が提案されている。
　しかし、これらは上記のような特殊な処理を施す必要があることから高価であるため、
写真画像出力等の特殊な用途に限定され、広く普及するには至っていないというのが現状
である。
【０００８】
　そこで、一般的な記録媒体にも対応するため、インクの分散性及び溶解性の少なくとも
いずれかを低下させ、記録媒体上に予め色材を凝集させる前処理液を噴射、あるいは塗布
し、その部分にインクを噴射して印字するにより、普通紙や印刷用塗工紙においても画像
濃度が高くできるインクジェット記録方法が提案されている（例えば、特許文献３参照）
。
　前記前処理液に含まれる凝集剤の種類は、色材の極性や分散方式により選定する必要が
ある。例えば、色材がアニオン性の水溶性染料である場合は、カチオン性ポリマー、カチ
オン性微粒子、有機酸や多価金属塩が凝集性を示す。しかし、凝集反応が速すぎると、イ
ンク滴が記録媒体の表面を浸透して広がる前に凝集することでインクのドット径が広がら
ないことがあり、色間のにじみ（カラーブリード）は有効に抑えることができるものの、
画像の濃度や彩度はかえって低くなってしまう場合がある。また、カチオン性微粒子や多
価金属塩を凝集剤として用いた場合には、色材成分が記録媒体の表面のみに留まり、記録
媒体の内部まで浸透せず固定もされないため、耐擦過性が著しく悪くなるという点で問題
である。
【０００９】
　以上のように、染料インクと凝集剤とを含む前処理液には種類があり、好ましい組み合
わせはあるものの、画像の濃度、耐擦過性、文字にじみ（フェザリング）、色境界にじみ
（カラーブリード）、両面印刷性、及び吐出安定性を全て満足できる前処理液や、該前処
理液とインクとの組合せは見出せていないのが現状である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、従来における前記諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。即ち、本発明は、インクジェットプリンターでの吐出信頼性が高く、色材として水溶性
染料を用いた場合であっても、文字にじみ（フェザリング）や色境界にじみ（カラーブリ
ード）が生じることなく、画像の濃度や耐擦過性に優れ、印刷画質の向上を実現すること
ができるインクジェット用前処理液、並びに、該インクジェット用前処理液を用いたイン
クジェット記録用方法、及び該インクジェット記録用方法により記録されたインクジェッ
ト記録物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題を解決するため、本発明者らは鋭意検討した結果、以下のような知見を得た。
即ち、ポリアミン誘導体及びポリアミド誘導体の少なくともいずれかと、酢酸アンモニウ
ム及び乳酸アンモニウムの少なくともいずれかと、水溶性溶剤と、界面活性剤と、水と、
を少なくとも含有するインクジェット用前処理液は、色材として水溶性染料を用いた場合
であっても、文字にじみ（フェザリング）や色境界にじみ（カラーブリード）が生じるこ
となく、画像の濃度及び彩度や耐擦過性に優れ、印刷画質の向上を実現することができる
ことを知見し、本発明の完成に至った。
【００１２】
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　本発明は、本発明者らによる前記知見に基づくものであり、前記課題を解決するための
手段としては、以下の通りである。即ち、
　＜１＞　ポリアミン誘導体及びポリアミド誘導体の少なくともいずれかと、酢酸アンモ
ニウム及び乳酸アンモニウムの少なくともいずれかと、水溶性溶剤と、界面活性剤と、水
と、を少なくとも含有し、記録媒体に付与して水溶性染料を用いたインクジェット記録の
前処理液として用いられることを特徴とするインクジェット用前処理液である。
　＜２＞　前記＜１＞に記載のインクジェット用前処理液を記録媒体に付与するインクジ
ェット用前処理液付与工程と、水溶性染料と、水溶性溶剤と、水と、を少なくとも含有し
、前記水溶性溶剤の含有量Ｓと前記水の含有量Ｗとの重量比（Ｓ／Ｗ）が０．７～１．６
であり、かつＪＩＳ－Ｋ２２６５に記載される方法に従い測定した引火点を持たないイン
クジェット用インク組成物を用いて画像を記録する記録工程と、を含むことを特徴とする
インクジェット記録方法である。
　＜３＞　記録媒体が、支持体と、該支持体の少なくとも一方の面に塗工層と、を有して
なり、動的走査吸液計で測定した接触時間１００ｍｓにおける純水の該記録媒体への転移
量が３ｍＬ／ｍ２～１０ｍＬ／ｍ２であり、かつ接触時間４００ｍｓにおける純水の該記
録媒体への転移量が４ｍＬ／ｍ２～２０ｍＬ／ｍ２である前記＜２＞に記載のインクジェ
ット記録方法である。
　＜４＞　インクジェット用前処理液及びインクジェット用インク組成物の少なくともい
ずれかが、下記一般式（１）で表される有機溶剤を少なくとも１種含有する前記＜２＞か
ら＜３＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
【化１】

　ただし、前記一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に炭素数３～６の
アルキル基を表し、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に炭素数１～２のアルキル基を表し、
ｊは、１～６の自然数を表す。
　＜５＞　インクジェット用前処理液及びインクジェット用インク組成物の少なくともい
ずれかが、下記一般式（２）で表される界面活性剤を少なくとも１種含有する前記＜２＞
から＜４＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
【化２】

　ただし、前記一般式（２）において、Ｒｆ１は、－Ｃ３Ｆ７及び－Ｃ４Ｆ９のいずれか
表し、Ｑは、－ＣｂＨ２ｂ＋１、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ３Ｆ７、及び－ＣＨ２

ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９のいずれか表し、ｂは、１１～１９の自然数を表し、ｋは
、２０～３５の自然数を表す。
　＜６＞　水溶性染料がシアン染料を含有し、前記シアン染料が下記一般式（３）で表さ
れる化合物である前記＜２＞から＜５＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法であ
る。
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【化３】

　ただし、前記一般式（３）において、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第
４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは
、０、１、２、及び３のいずれかを表し、ｕは、１～４の自然数を表す。
　＜７＞　水溶性染料がマゼンタ染料を含有し、前記マゼンタ染料が下記一般式（４）で
表される化合物である前記＜２＞から＜６＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法
である。

【化４】

　ただし、前記一般式（４）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立に、水素原子、炭素数
１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、ハロゲン原子、及び水
酸基のいずれかを表し、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウ
ム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表す。
　＜８＞　水溶性染料がイエロー染料を含有し、前記イエロー染料が下記一般式（５）で
表される化合物及び下記一般式（６）で表される化合物のいずれかである前記＜２＞から
＜７＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
【化５】
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【化６】

　ただし、前記一般式（５）及び前記一般式（６）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立
に、水素原子、炭素数１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、
ハロゲン原子、及び水酸基のいずれか表し、Ｔは、炭素数１～２のアルカノールアミン基
及び水酸基のいずれかを表し、Ｄは、－ＣＯＯＭ及び－ＳＯ３Ｍのいずれかを表し、Ｍは
、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のア
ルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは、０、１、２、及び３のいずれかを表す。
　＜９＞　記録工程が、インク吐出手段によりインクジェット用インク組成物に刺激を印
加して該インクジェット用インク組成物を吐出させて画像を記録する前記＜２＞から＜８
＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
　＜１０＞　インクジェット用前処理液及びインクジェット用インク組成物の少なくとも
いずれかにおける水溶性溶剤が、少なくとも浸透剤及び湿潤剤を含有する前記＜２＞から
＜９＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
　＜１１＞　浸透剤が、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール及び２，２，４－トリメ
チル－１，３－ペンタンジオールの少なくともいずれかを含有する前記＜１０＞に記載の
インクジェット記録方法である。
　＜１２＞　湿潤剤が、グリセリン、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，３－ブ
タンジオール、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、プロピレングリコール、１、５－ペンタ
ンジオール、ジプロピレングリコール、トリメチロールプロパン、及びエチレングリコー
ルモノエチルエーテルから選択される少なくとも１種を含有する前記＜１０＞から＜１１
＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法である。
　＜１３＞　前記＜２＞から＜１２＞のいずれかに記載のインクジェット記録方法により
記録されたことを特徴とするインクジェット記録物である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、従来における前記諸問題を解決し、前記目的を達成することができ、
インクジェットプリンターでの吐出信頼性が高く、色材として水溶性染料を用いた場合で
あっても、文字にじみ（フェザリング）や色境界にじみ（カラーブリード）が生じること
なく、画像の濃度や耐擦過性に優れ、印刷画質の向上を実現することができるインクジェ
ット用前処理液、並びに、該インクジェット用前処理液を用いたインクジェット記録用方
法、及び該インクジェット記録用方法により記録されたインクジェット記録物を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明のインクジェット記録方法を用いた前処理液塗布装置の一例を示
す側面断面図である。
【図２】図２は、本発明のインクジェット記録方法を用いた前処理液塗布装置の別の一例
を示す側面断面図である。
【図３】図３は、本発明のインクジェット記録方法を用いたインクジェット記録装置のイ
ンクカートリッジ装填部のカバーを開いた状態の斜視説明図である。
【図４】図４は、本発明のインクジェット記録方法を用いたインクジェット記録装置の全
体構成を説明する概略構成図である
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
（インクジェット用前処理液）
　本発明のインクジェット用前処理液は、ポリアミン誘導体及びポリアミド誘導体の少な
くともいずれかと、酢酸アンモニウム及び乳酸アンモニウムの少なくともいずれかと、水
溶性溶剤と、界面活性剤と、水と、を少なくとも含有し、更に有機溶剤を含有することが
好ましく、必要に応じて更にその他の成分を含有する。
　前記インクジェット用前処理液は、水溶性染料を用いたインクジェット記録の前処理液
として用いられる。
【００１６】
＜ポリアミン誘導体及び／又はポリアミド誘導体＞
　ポリアミンとは、第１級アミノ基が３つ以上結合した直鎖脂肪酸炭化水素の総称である
。また、ポリアミドとは、アミド結合によって多数のモノマーが結合してできたポリマー
である。
　ポリアミン誘導体及び／又はポリアミド誘導体としては、これらの誘導体であれば、特
に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、ポリアミン－エピハロヒ
ドリン共重合体、ポリアミド－エピハロヒドリン共重合体、ポリアミドポリアミン－エピ
ハロヒドリン共重合体等の水溶性カチオンポリマーなどが挙げられる。
　これらの中でも、前記ポリアミン誘導体及び／又はポリアミド誘導体としては、下記一
般式（７）で表される化合物、下記一般式（８）で表される化合物、又は下記化合物Ａ、
下記化合物Ｂ、及び下記化合物Ｃの反応生成物が好ましい。

【化７】

　前記一般式（７）において、Ｒ１～Ｒ８は炭素数が１～８のアルキル基、ヒドロキシア
ルキル基、アルケニル基又はベンジル基であり、Ｘは塩素あるいは臭素原子を表し、ｎは
１又は２を表し、Ｘは、塩素原子、臭素原子、及びヨウ素原子のいずれかを表す。
【化８】

　前記一般式（８）において、Ｘは、塩素原子、臭素原子、及びヨウ素原子のいずれかを
表し、ｎは整数を表す。
　前記ｎとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、５～５
０が好ましい。
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【化９】

　前記化合物Ｃにおいて、Ｘは、塩素原子、臭素原子、及びヨウ素原子のいずれかを表す
。
【００１７】
　前記ポリアミン誘導体及び前記ポリアミド誘導体の少なくともいずれかは、凝集剤とし
ての機能を有するため、前記インクジェット用前処理液が、前記ポリアミン誘導体及びポ
リアミド誘導体の少なくともいずれかを含有することで、後述する本発明のインクジェッ
ト記録方法における記録工程で記録媒体にインクジェット用インク組成物を付着させる際
に、該インクジェット用インク組成物中の水溶性染料の溶解性を低下させることができ、
良好な印刷画像を得ることができる。
【００１８】
　前記ポリアミン誘導体及び／又は前記ポリアミド誘導体の重量平均分子量としては、特
に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、１，０００～１００，０００
が好ましく、３，０００～３０，０００がより好ましい。前記ポリアミン誘導体及び／又
は前記ポリアミド誘導体の重量平均分子量が、１，０００未満であると、記録媒体の表面
に留まる力が弱く、凝集させた水溶性染料とともに記録媒体の内部に浸透してしまうため
、画像濃度の向上や裏抜けを抑える効果が小さくなってしまうことがあり、１００，００
０を超えると、ポリアミン誘導体及び／又は前記ポリアミド誘導の粘度が高く、前記イン
クジェット用前処理液の粘度を記録媒体に均一に塗布するために必要な粘度（５ｍＰａ・
ｓ～２０ｍＰａ・ｓ）に調整すると、ポリアミン誘導体及び／又は前記ポリアミド誘導の
濃度を下げる必要があり、画像濃度の向上や裏抜けの抑制に充分な効果が得られなくなる
ことがある。
【００１９】
　前記ポリアミン誘導体及び／又は前記ポリアミド誘導体の入手方法としては、特に制限
はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、合成する方法、市販品を用いる
方法などが挙げられる。
　前記市販品の具体例としては、商品名で、ＤＫ６８００（ポリアミン誘導体）、ＤＫ６
８０２（ポリアミン誘導体）、ＤＫ６８５０（ポリアミン誘導体）、ＤＫ６８５２（ポリ
アミン誘導体）、ＤＫ６８５４（ポリアミン誘導体）、ＷＳ４０１０（ポリアミン誘導体
）、ＤＫ６８１０（ポリアミド誘導体）、ＤＫ６８３０（ポリアミド誘導体）、ＷＳ４０
０２（ポリアミド誘導体）、ＷＳ４０２０（ポリアミド誘導体）、ＷＳ４０２４（ポリア
ミド誘導体）、ＷＳ４０４６（ポリアミド誘導体）（以上、星光ＰＭＣ株式会社製）；サ
ンスタットＥ－８１８、サンフィックス７０、サンフィックス５５５Ｃ、サンフィックス
ＬＣ－５５、サンフックスＰＡＣ－７００コンク、サンヨウエリオンＡ－３、サンフィッ
クス４１４、サンフィックス５５５、サンフィックスＰＲＯ－１００、サンフィックス５
５５ＵＳ、セロポールＹＭ－５００（以上、三洋化成工業株式会社製）；＃６７５、＃Ｆ
Ｒ－２Ｐ、＃１００１（以上、住友化学工業株式会社製）；ＬＵＰＡＳＯＬ　ＳＣ６１Ｂ
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（ＢＡＳＦ社製）；ＺＰ－７００（ビニルホルムアミド系）、ＭＰ－１８４（ポリアクリ
ル酸エステル系）、ＭＰ－１７３Ｈ（ポリメタクリル酸エステル系）、ＭＰ－１８０（ポ
リメタクリル酸エステル系）、ＭＸ－０２１０（ポリメタクリル酸エステル系）、ＭＸ－
８１３０（ポリアクリル酸エステル系）、Ｅ－３９５（ポリアクリル酸エステル系）、Ｅ
－３０５（ポリアクリル酸エステル系）、Ｑ－１０５Ｈ（ジシアンジアミド系）、Ｎｅｏ
－６００（ポリアクリルアミド系）、Ｑ－１０１（ポリアミン系）、Ｑ－３１１（ポリア
ミン系）、Ｑ－５０１（ポリアミン系）（以上、ハイモ株式会社製）；スーパーフロック
２４９０（ポリアクリル酸塩系）、スーパーフロック３１８０、３３８０、３５８０、３
８８０、３３９０、３５９０、３５００、ＳＤ２０８１（ポリアクリルアミド）、アコフ
ロックＣ４９８Ｔ、Ｃ４９８Ｙ（ポリアクリル酸エステル系）、スーパーフロック１５０
０、１６００、アコフロックＣ４８１、Ｃ４８３、Ｃ４８５、Ｃ４８８、Ｃ４８０（ポリ
メタアクリル酸エステル）、アコフロックＣ５６７、Ｃ５７３、Ｃ５７７、Ｃ５８１（ポ
リアミン系）（以上、三井サイテック株式会社製）；ＰＡＳ－Ａ－１、ＰＡＳ－Ａ－５、
ＰＡＳ－Ａ－１２０Ｌ、ＰＡＳ－Ａ－１２０Ｓ、ＰＳＡ－Ｊ－８１、ＰＡＳ－８８０、Ｐ
ＡＳ－９２（ジアリルジメチルアンモニウム塩系共重合物）、ＰＡＳ－Ｈ－５Ｌ、ＰＡＳ
－Ｈ－１０Ｌ、ＰＡＳ－Ｍ－１（ジアリルジメチルアンモニウム塩系重合物）、ＰＡＡ－
ＨＣｌ－３Ｌ、ＰＡＡ－ＨＣｌ－１０Ｌ（ポリアリルアミン塩酸塩）、ＰＡＡ－１０Ｃ（
ポリアリルアミン）（以上、日東紡績株式会社製）；ポリマロン３６０、サイズパインＫ
－９２１、サイズパインＫ－９２５（以上、荒川化学工業株式会社製）などが挙げられる
。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２０】
＜酢酸アンモニウム及び／又は乳酸アンモニウム＞
　前記酢酸アンモニウム及び前記乳酸アンモニウムの少なくともいずれかも、前記ポリア
ミン誘導体及び前記ポリアミド誘導体の少なくともいずれかと同様に、凝集剤としての機
能を有し、前記インクジェット用前処理液が、前記酢酸アンモニウム及び前記乳酸アンモ
ニウムの少なくともいずれかを含有することで、後述する本発明のインクジェット記録方
法における記録工程で記録媒体にインクジェット用インク組成物を付着させる際に、該イ
ンクジェット用インク組成物中の水溶性染料の溶解性を低下させることができ、良好な印
刷画像を得ることができる。
【００２１】
　前記酢酸アンモニウム及び／又は前記乳酸アンモニウムの入手方法としては、特に制限
はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、合成する方法、市販品を用いる
方法などが挙げられる。
　前記市販品の具体例としては、酢酸アンモニウム（富山薬品工業株式会社製）、乳酸ア
ンモニウム液（株式会社武蔵野化学研究所製）などが挙げられる。
【００２２】
　前記インクジェット用前処理液における、前記ポリアミン誘導体及び前記ポリアミド誘
導体の少なくともいずれか、並びに、前記酢酸アンモニウム及び前記乳酸アンモニウムの
少なくともいずれかの合計含有量としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができるが、前記インクジェット用前処理液１００重量部に対して、５重量部～３０
重量部が好ましく、１０重量部～２０重量部がより好ましい。前記含有量が５重量部未満
であると、凝集効果を得るために前記インクジェット用前処理液の付与量を増やす必要が
あり、付与した記録媒体にコックリングやカールが発生することがある。また、前記含有
量が３０重量部を超えると、前記インクジェット用前処理液中に沈殿が生じやすくなるた
め、前記インクジェット用前処理液を均一に記録媒体に付与するために前記インクジェッ
ト用前処理液の量を多く付与する必要があり、これにより記録媒体に付与した前記ポリア
ミン誘導体及び／又は前記ポリアミド誘導体、並びに、前記酢酸アンモニウム及び／又は
前記乳酸アンモニウムの量が多くなるため、過度に凝集が進むことでインク滴が拡がらず
、ベタ画像の埋まりが悪く、画像濃度の低い画像となってしまうことがある。
【００２３】
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＜水溶性溶剤＞
　前記インクジェット用前処理液中の前記水溶性溶剤としては、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができるが、水よりも沸点の高い水溶性溶剤が好ましく、湿潤剤
と、浸透剤とを含むことがより好ましい。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以
上を併用してもよい。
【００２４】
＜＜浸透剤＞＞
　前記浸透剤のとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、炭素数８～１１のポリオールなどが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよ
く、２種以上を併用してもよい。
　前記炭素数８～１１のポリオールとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができ、例えば、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２，２，４－トリメチ
ル－１，３－ペンタンジオールなどが挙げられる。
　前記浸透剤の入手方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
き、例えば、合成する方法、市販品を用いる方法などが挙げられる。
【００２５】
＜＜湿潤剤＞＞
　前記湿潤剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、多価アルコール類、多価アルコールアルキルエーテル類、多価アルコールアリールエー
テル類、含窒素複素環化合物、アミン類、含硫黄化合物類などが挙げられる。これらは、
１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
　前記湿潤剤の入手方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
き、例えば、合成する方法、市販品を用いる方法などが挙げられる。
【００２６】
　前記多価アルコールとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば、グリセリン、ジエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、３－メチル－
１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、エチレングリコール、
ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、テトラエ
チレングリコール、ヘキシレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレング
リコール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グリセロール、１，
２，６－ヘキサントリオール、１，２，４－ブタントリオール、１，２，３－ブタントリ
オール、ペトリオールなどが挙げられる。
【００２７】
　前記多価アルコールアルキルエーテル類としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコ
ールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレング
リコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル等の多価アルコ
ールアルキルエーテル類などが挙げられる。
【００２８】
　前記多価アルコールアリールエーテル類としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリ
コールモノベンジルエーテルなどが挙げられる。
【００２９】
　前記含窒素複素環化合物としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－
２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミイダゾリジノン、ε－カプロラクタム、γ－ブチ
ロラクタムなどが挙げられる。
【００３０】
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　前記アミド類としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、ホルムアミド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドなどが挙げ
られる。
【００３１】
　前記アミン類としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、モノエチルア
ミン、ジエチルアミン、トリエチルアミンなどが挙げられる。
【００３２】
　前記含硫黄化合物類としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば、ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオジエタノールなどが挙げられる。
【００３３】
　前記湿潤剤としては、前記化合物の他に、プロピレンカーボネート、炭酸エチレン、糖
を含有する化合物及びその誘導体などを用いてもよい。
【００３４】
　前記糖を含有する湿潤剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類及び四糖類を含む）、多糖類などが
挙げられる。これらの中でも、前記糖を含有する湿潤剤としては、グルコース、マンノー
ス、フルクトース、リボース、キシロース、アラビノース、ガラクトース、マルトース、
セロビオース、ラクトース、スクロース、トレハロース、マルトトリオースなどが好まし
い。
　ここで、前記多糖類とは広義の糖を意味し、α－シクロデキストリン、セルロースなど
自然界に広く存在する物質を含む意味に用いることとする。
【００３５】
　前記糖類の誘導体としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、前記糖類の還元糖、酸化糖、アミノ酸、チオ酸などがあげられる。これらの中で
も、糖アルコールが好ましく、該糖アルコールの具体例としては。マルチトール、ソルビ
ットなどが挙げられる。
　前記還元糖としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、一般式　ＨＯＣＨ２（ＣＨＯＨ）ｎＣＨ２ＯＨで表される糖アルコールなどが挙げられ
る。なお、前記還元糖の一般式において、ｎは、２～５の整数を表す。
　前記酸化糖としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、アルドン酸、ウロン酸などが挙げられる。
【００３６】
　これらの湿潤剤の中でも、グリセリン、ジエチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、１，３－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、プロピレングリコール、１、
５－ペンタンジオール、ジプロピレングリコール、トリメチロールプロパン、３－メチル
－１，３－ブタンジオール、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコー
ルモノエチルエーテルなどが、インクジェット用前処理液の保存安定性及び吐出安定性に
優れる点で特に好ましい。
【００３７】
　前記インクジェット用前処理液における前記水溶性溶剤の含有量としては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができるが、前記インクジェット用前処理液１００
重量部に対して、前記水溶性溶剤が、２０重量部～５０重量部が好ましく、３０重量部～
４０重量部がより好ましい。前記水溶性溶剤の含有量が、２０重量部未満であると、前記
インクジェット用前処理液から水分が蒸発することを抑制する効果が小さく、水分蒸発に
よる前記インクジェット用前処理液の粘度変化が大きくなり、付与量の安定性に欠けるこ
とがある。また、水分蒸発により、前記ポリアミン誘導体及び／又はポリアミド誘導体の
溶解安定性も悪くなり、前記インクジェット用前処理液がゲル化したり、不溶物が発生し
たりすることがある。前記水溶性溶剤の含有量が、５０重量部を超えると、前記インクジ
ェット用前処理液が記録媒体に均一に塗布するために必要な粘度範囲（５ｍＰａ・ｓ～２
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０ｍＰａ・ｓ）を超えてしまい、塗布ムラが発生することがある。
【００３８】
＜界面活性剤＞
　前記界面活性剤は、後述する本発明のインクジェット記録方法において、前記インクジ
ェット用前処理液を記録媒体へ付与するために用いる付与手段への濡れ性を高めることが
できる。これにより、前記記録媒体に均一に前記インクジェット用前処理液が付与される
ため、少量の前記インクジェット用前処理液の付与量で、画像品質を高めることが可能と
なる点でも有利である。
【００３９】
　ここで、前記インクジェット用前処理液の表面張力としては、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができるが、４０ｍＮ／ｍ以下が好ましく、２０ｍＮ／ｍ～３０
ｍＮ／ｍがより好ましい、前記表面張力が、４０ｍＮ／ｍを超えると、前記インクジェッ
ト用前処理液の前記記録媒体への浸透が遅くなり、フェザリングやカラーブリードが生じ
ることがある。
　前記表面張力は、例えば、プレート法、リング法、最大泡圧法などにより測定すること
ができる。
【００４０】
　前記界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、ノニオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤などが挙げられる
。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００４１】
　前記ノニオン性界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができ、例えば、ポリオール、グリコールエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンア
ルキルエステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレンアル
キルアミド、アセチレングリコールなどが挙げられる。
【００４２】
　前記アニオン性界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができ、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、ドデシルベンゼンスルホ
ン酸塩、ラウリル酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルサルフェートの塩などが挙
げられる。
【００４３】
　前記両性界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、例えば、ラウリルアミノプロピオン酸塩、ラウリルジメチルベタイン、ステアリルジメ
チルベタイン、ラウリルジヒドロキシエチルベタイン、ラウリルジメチルアミンオキシド
、ミリスチルジメチルアミンオキシド、ステアリルジメチルアミンオキシド、ジヒドロエ
チルラウリルアミンオキシド、ポリオキシエチレンヤシ油アルキルジメチルアミンオキシ
ド、ジメチルアルキル（ヤシ）ベタイン、ジメチルラウリルベタインなどが挙げられる。
【００４４】
　前記界面活性剤は、更に疎水基がシリコーンで置換されたシリコーン系界面活性剤や、
フッ素で置換されたフッ素系界面活性剤が、表面張力が低く、レベリング性が高い点で好
ましい。
【００４５】
　前記シリコーン系界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、例えば、ＫＦ－３５３、ＫＦ－６００４（信越化学工業株式会社製）、ＳＦ－
３７７１、Ｌ－７６０４（東レ・ダウコーニング株式会社製）などが挙げられる。
【００４６】
　前記フッ素系界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、パーフルオロアルキルエチレンオキサイド付加物、パーフルオロアルキル



(15) JP 5594089 B2 2014.9.24

10

20

30

40

50

エーテル化合物等のノニオン性界面活性剤；パーフルオロアルキルスルホン酸塩、パーフ
ルオロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロアルキルリン酸エステル等のアニオン性界面
活性剤；パーフルオロアルキルベタイン、パーフルオロアルキルアミンオキサイド等の両
性界面活性剤などが挙げられる。
【００４７】
　これらの中でも、前記界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤が好ましく、疎水基
がフッ素で置換されたノニオン性界面活性剤がより好ましく、下記一般式（２）で表され
る界面活性剤が、画像濃度が向上し、ブリードを抑制できる点で特に好ましい。
【化１０】

　ただし、前記一般式（２）において、Ｒｆ１は、－Ｃ３Ｆ７及び－Ｃ４Ｆ９のいずれか
表し、Ｑは、－ＣｂＨ２ｂ＋１、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ３Ｆ７、及び－ＣＨ２

ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｃ４Ｆ９のいずれか表し、ｂは、１１～１９の自然数を表し、ｋは
、２０～３５の自然数を表す。
　これらの中でも、前記一般式（２）で表される界面活性剤は、下記構造式（２－１）、
下記構造式（２－２）、及び下記構造式（２－３）のいずれかで表される界面活性剤が特
に好ましい。
　下記構造式（２－１）で表される界面活性剤、下記構造式（２－２）で表される界面活
性剤、及び下記構造式（２－３）で表される界面活性剤の入手方法としては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、合成する方法、市販品を用いる方
法などが挙げられる。下記構造式（２－１）で表される界面活性剤、下記構造式（２－２
）で表される界面活性剤、及び下記構造式（２－３）で表される界面活性剤の市販品の具
体例としては、商品名で、ユニダインＮＳ－９０１３、ユニダインＤＮＳ－４０３Ｎ（以
上、ダイキン化学工業株式会社製）などが挙げられる。

【化１１】

【化１２】

【化１３】

【００４８】
　前記インクジェット用前処理液における前記界面活性剤の含有量としては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができるが、前記インクジェット用前処理液１００
重量部に対して、０．０１重量部～５重量部が好ましく、０．０５重量部～１重量部がよ
り好ましい。前記界面活性剤の含有量が、０．０１重量部未満であると、表面張力が低下
せず、塗布ローラ（付与ローラ）や記録媒体への濡れ性が悪く、均一塗布ができなくなる
ことがあり、５重量部を超えると、前記インクジェット用前処理液の粘度が高くなり、記
録媒体に均一に塗布するために必要な粘度範囲（５ｍＰａ・ｓ～２０ｍＰａ・ｓ）を超え
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【００４９】
＜水＞
　前記インクジェット用前処理液における水の含有量としては、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができるが、インクジェット用前処理液１００重量部に対して、
６０重量部以下が好ましく、３０重量部～５０重量部がより好ましい。前記水の含有量が
、６０重量部を超えると、前記インクジェット用前処理液の記録媒体への付与時や、付与
装置の放置期間中に水分が蒸発することにより、液の粘度が上昇したり、ゲル化を生じた
り、不溶物が析出したりすることがある。
【００５０】
＜有機溶剤＞
　前記有機溶剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、Ｎ－オクチル－２－ピロリドン、Ｎ－ノニル－２－ピロリドン、Ｎ－デシル－２－ピ
ロリドンなどが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用して
もよい。
　これらの中でも、前記有機溶剤は、下記一般式（１）で表される有機溶剤を少なくとも
１種含有することが、泡立ちを抑えることができる点で好ましい。
【化１４】

　ただし、前記一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に炭素数３～６の
アルキル基を表し、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に炭素数１～２のアルキル基を表し、
ｊは、１～６の自然数を表す。
　前記Ｒ１及び前記Ｒ２は、互いに同一であってもよく、異なっていてもよい。前記Ｒ１

及び前記Ｒ２における前記炭素数３～６のアルキル基としては、特に制限はなく、目的に
応じて適宜選択することができ、例えば、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、ペン
チル基、ヘキシル基などが挙げられる。
　また、前記Ｒ３及び前記Ｒ４は、互いに同一であってもよく、異なっていてもよい。前
記Ｒ３及び前記Ｒ４における前記炭素数１～２のアルキル基としては、特に制限はなく、
目的に応じて適宜選択することができ、例えば、メチル基、エチル基などが挙げられる。
【００５１】
　これらの中でも、前記一般式（１）で表される有機溶剤は、下記構造式（１－１）で表
される２，５，８，１１－テトラメチルドデカン－５，８－ジオール及び下記構造式（１
－２）で表される２，４，７，９－テトラメチルデカン－４，７－ジオールが特に好まし
い。
　下記構造式（１－１）で表される有機溶剤及び下記構造式（１－２）で表される有機溶
剤の入手方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、合成する方法、市販品を用いる方法などが挙げられる。下記構造式（１－１）で表され
る有機溶剤及び下記構造式（１－２）で表される有機溶剤の市販品の具体例としては、商
品名で、エンバイロジェムＡＤ０１、エンバイロジェム３６０（以上、日信化学工業株式
会社製）などが挙げられる。
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【化１５】

【化１６】

【００５２】
　前記インクジェット用前処理液における前記有機溶剤の含有量としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができるが、前記インクジェット用前処理液１００重
量部に対して、１重量部未満が好ましく、０．０１重量部～０．５重量部がより好ましい
。前記有機溶剤の含有量が、１重量部以上であると、前記有機溶剤が水に溶解できないこ
とがある。特に、前記一般式（１）で表される有機溶剤は、水への溶解性が、水１００重
量部に対して０．１重量部未満と低いため、前記有機溶剤の含有量は、０．１重量部未満
で用いられることが好ましい。
【００５３】
＜その他の成分＞
　前記インクジェット用前処理液中の前記その他の成分としては、特に制限はなく、目的
に応じて適宜選択することができ、例えば、酢酸アンモニウム及び乳酸アンモニウム以外
の有機酸、多価金属塩、カチオン性粒子（エマルジョン）等の凝集作用を有するもの、ｐ
Ｈ調整剤、防腐防黴剤、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、酸素吸収剤等の、従来より
知られている添加剤などが挙げられる。
　前記インクジェット用前処理液における前記その他の成分の含有量としては、本発明の
効果を損なわない限り、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００５４】
＜＜酢酸アンモニウム及び乳酸アンモニウム以外の有機酸＞＞
　前記酢酸アンモニウム又は乳酸アンモニウム以外の有機酸としては、特に制限はなく、
目的に応じて適宜選択することができ、例えば、クエン酸、リンゴ酸、琥珀酸、酒石酸、
フタル酸、グリシン、グルタミン酸、ピロリドンカルボン酸、ピロンカルボン酸、ピロー
ルカルボン酸、フランカルボン酸、ビリジンカルボン酸、クマリン酸、チオフェンカルボ
ン酸、ニコチン酸、若しくはこれらの化合物の誘導体又は塩、好ましくはアンモニウム塩
などが挙げられる。また、酢酸、乳酸を用いてもよい。これらは、１種単独で使用しても
よく、２種以上を併用してもよい。
【００５５】
＜＜多価金属塩＞＞
　前記多価金属塩としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、塩化アルミニウム、塩化カルシウム、硝酸アルミニウム、硝酸マグネシウム、塩化
マグネシウム、硝酸カルシウム、水酸化マグネシウム、硫酸アルミニウム、アンモニウム
みょうばんなどが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用し
てもよい。
　前記多価金属の具体例としては、硝酸マグネシウム・六水和物、酢酸マグネシウム・四
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水和物、硝酸カルシウム・四水和物、酢酸カルシウム・一水和物、塩化カルシウム・無水
物、乳酸カルシウム・五水和物、蟻酸カルシウム・無水物、安息香酸マグネシウム・三水
和物、硫酸マグネシウム・七水和物などが挙げられる。
【００５６】
＜＜カチオン性粒子＞＞
　前記カチオン性粒子の分散液乃至懸濁液としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、カチオン性を有する樹脂エマルジョン、カチオン性の白色
又は薄色の顔料分散体などが挙げられる。
　前記カチオン性のエマルジョンの市販品の具体例としては、商品名で、アクリットＵＷ
３１９－ＳＸ、アクリットＲＫＷ－４６０、アクリットＲＫＷ－４００ＳＸ、アクリット
ＲＫＷ－４５０ＳＸ、アクリットＲＫＷ－４５０（以上、大成化工株式会社製）等のスチ
レン－アクリル系のカチオン性エマルジョンなどが挙げられる。
【００５７】
＜＜ｐＨ調整剤＞＞
　前記インクジェット用前処理液のｐＨとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選
択することができるが、ｐＨ４以上に保たれることが好ましく、ｐＨを調整するため、前
記インクジェット用前処理液は、ｐＨ調整剤を含有することが好ましい。
【００５８】
　前記ｐＨ調整剤としては、前記インクジェット用前処理液を所望のｐＨに調整できるも
のであれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、アルコー
ルアミン類、アルカリ金属水酸化物、アンモニウム水酸化物、ホスホニウム水酸化物、ア
ルカリ金属炭酸塩などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を
併用してもよい。
　前記アルコールアミン類としては、例えば、ジエタノールアミン、トリエタノールアミ
ン、２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオールなどが挙げられる。
　前記アルカリ金属元素の水酸化物としては、例えば、水酸化リチウム、水酸化ナトリウ
ム、水酸化カリウムなどが挙げられる。
　前記アンモニウムの水酸化物としては、例えば、水酸化アンモニウム、第４級アンモニ
ウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物などが挙げられる。
　前記アルカリ金属の炭酸塩としては、例えば、炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カ
リウムなどが挙げられる。
【００５９】
＜＜防腐防黴剤＞＞
　前記インクジェット用前処理液は、前記記録媒体と接触させながら該インクジェット用
前処理液を付与するため、例えば、紙粉のような汚染原因物質が混ざり込みやすい。これ
により前記インクジェット用前処理液が変質され、該変質による付着量変化や画質改善効
果自体の低下を及ぼすことがある。このため、前記インクジェット用前処理液は、防腐防
黴剤を含有することが好ましい。
【００６０】
　前記防腐防黴剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、デヒドロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、２－ピリジンチオール－１－オ
キサイドナトリウム、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノールナトリウムなどが挙
げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
　また、キレート試薬も防腐防黴剤として使用することができる。該キレート試薬として
は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、エチレンジアミン
四酢酸ナトリウム、ニトリロ三酢酸ナトリウム、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢
酸ナトリウム、ジエチレントリアミン五酢酸ナトリウム、ウラミル二酢酸ナトリウムなど
が挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００６１】
＜＜防錆剤＞＞
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　前記防錆剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオジグリコール酸アンモン、ジイソプロピルア
ンモニウムニトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロヘキシルアンモニウムニ
トライトなどが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用して
もよい。
【００６２】
＜＜酸化防止剤＞＞
　前記インクジェット用前処理液が前記酸化防止剤を含有すると、画像の耐光性を向上す
ることができる点で有利である。
　前記酸化防止剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、フェノール系酸化防止剤（ヒンダードフェノール系酸化防止剤を含む）、アミン系
酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤、りん系酸化防止剤などが挙げられる。これらは、１種単
独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００６３】
＜＜紫外線吸収剤＞＞
　前記インクジェット用前処理液が前記紫外線吸収剤を含有すると、画像の耐光性を向上
することができる点で有利である。
　前記紫外線吸収剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、サリチレ
ート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、ニッケル錯塩系紫外線吸収剤
、などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい
。
【００６４】
　一般に、重量平均分子量が１，０００を超えるような凝集作用を有する化合物は、凝集
性が高く水溶性染料を記録媒体の表面で凝集させる効果が強いため、ブリードが起こりに
くく、裏抜けを抑える効果がある反面、乾燥後の定着性が悪く、ドットの広がりが狭いこ
とで画像濃度が低くなる場合がある。
　一方、重量平均分子量が１，０００未満の中和有機酸は、凝集性が比較的弱いため、記
録媒体の内部に水溶性染料が浸透し易いことにより、画像濃度の向上効果が小さく、裏抜
けが比較的悪くなり易い反面、定着性は良好となる傾向がある。
　このように凝集作用を有する化合物と中和有機酸とは相反する効果を有するが、これら
を混合しても長所を損なう場合がほとんどであり、両者の欠点を補うことは容易ではない
。
　本発明のインクジェット用インク記録方法で用いる前記インクジェット用前処理液は、
凝集作用を有する、重量平均分子量が１，０００を超えるポリアミン誘導体及び／又はポ
リアミド誘導体と、重量平均分子量が１００前後の中和有機酸である酢酸アンモニウム及
び／又は乳酸アンモニウムとを組み合わせることにより、各成分の長所を損なうことなく
欠点を補うことが可能であるため、画像濃度が高く、裏抜けを低減でき、ブリードを効果
的に抑えることができ、乾燥後の定着性も極めて良好となる点で有利である。
【００６５】
（インクジェット記録方法及びインクジェット記録物）
　本発明のインクジェット記録方法は、インクジェット用前処理液付与工程と、記録工程
と、を少なくとも含み、更に必要に応じてその他の工程を含む。
　本発明のインクジェット記録物は、本発明の前記インクジェット記録方法により記録さ
れた記録物である。
　以下に、本発明のインクジェット記録方法の説明と併せて、本発明のインクジェット記
録物について説明する。
【００６６】
＜インクジェット用前処理液付与工程＞
　前記インクジェット用前処理液付与工程は、インクジェット用前処理液を記録媒体に付
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与する工程である。
【００６７】
＜＜インクジェット用前処理液＞＞
　前記インクジェット記録方法に用いられるインクジェット用前処理液としては、本発明
の前記インクジェット用前処理液が用いられる。
　前記インクジェット用前処理液を前記記録媒体に付与することで、後述するインクジェ
ット用インク組成物中の水溶性染料を前記記録媒体の内部に浸透させることなく該記録媒
体の表面付近で凝集させ、固定することができるため、画像濃度が高く、裏抜けを低減す
ることができ、ブリードの発生を効果的に抑えることができる。
【００６８】
＜＜記録媒体＞＞
　前記記録媒体としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、
支持体と、該支持体の少なくとも一方の面に塗工層を有するものが好ましく、更に必要に
応じて、その他の層を有していてもよい。
【００６９】
－支持体－
　前記支持体としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、木材繊維主体の紙、木材繊維及び合成繊維を主体とした不織布のようなシート状物質な
どが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
　前記支持体の具体例としては、木材パルプ、古紙パルプなどが挙げられる。
【００７０】
　前記支持体は、填料を内添していてもよく、該内添填料としては、例えば、白色無機顔
料、有機顔料などが挙げられる。
　また、前記支持体は、抄造する際に内添サイズ剤が用いられてもよく、該内添サイズ剤
としては、例えば、中性ロジン系サイズ剤、アルケニル無水コハク酸（ＡＳＡ）、アルキ
ルケテンダイマー（ＡＫＤ）、石油樹脂系サイズ剤などが挙げられる。
【００７１】
－塗工層－
　前記塗工層としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、顔
料、バインダー（結着剤）、界面活性剤などを含有することが好ましい。
　前記顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
無色～白色の無機顔料、有機顔料などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよ
く、２種以上を併用してもよい。
【００７２】
　前記バインダーとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、水溶性ポリマー、水分散性ポリマーなどが挙げられる。これらは、１種単独で使用
してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００７３】
　前記界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、公知のアニオン活性剤、カチオン活性剤、両性活性剤、非イオン活性剤などが挙げ
られる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
　前記塗工層が、前記界面活性剤を含有すると、画像耐水性の向上、画像濃度の向上に効
果がある点で有利である。
【００７４】
　また、前記塗工層は、アルミナ粉末、ｐＨ調整剤、防腐防黴剤、酸化防止剤等の添加剤
が添加されていてよい。前記ｐＨ調整剤、前記防腐防黴剤、前記酸化防止剤としては、特
に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００７５】
　前記塗工層を前記支持体上に形成する方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができ、例えば、前記支持体上に塗工層液を含浸又は塗布する方法などが
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挙げられる。
【００７６】
－その他の層－
　前記その他の層としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
例えば、前記支持体の裏面にバック層を形成してもよく、前記支持体と前記塗工層との間
、又は、前記支持体と前記バック層間にその他の層が形成されてもよく、前記塗工層上に
保護層を形成してもよい。これらの各層は、単層として形成されてもよく、複数層で形成
されてもよい。
【００７７】
　前記記録媒体への純水の転移量としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができるが、動的走査吸液計で測定した接触時間１００ｍｓにおける純水の前記記録
媒体への転移量が、３ｍＬ／ｍ２～１０ｍＬ／ｍ２、接触時間４００ｍｓにおける純水の
前記記録媒体への転移量が４ｍＬ／ｍ２～２０ｍＬ／ｍ２であることが好ましい。
　前記接触時間１００ｍｓにおける純水の前記記録媒体への転移量が、３ｍＬ／ｍ２未満
であると、ビーディングが発生しやすくなることがあり、１０ｍＬ／ｍ２を超えると、記
録後のインクドット径が所望の径よりも小さくなりすぎることがある。
　また、前記接触時間４００ｍｓにおける純水の前記記録媒体への転移量が４ｍＬ／ｍ２
未満であると、ビーディングが発生しやすくなることがあり、２０ｍＬ／ｍ２を超えると
、記録後のインクドット径が所望の径よりも小さくなりすぎることがある。
【００７８】
　ここで、前記動的走査吸液計（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｃａｎｎｉｎｇ　ａｂｓｏｒｐｔｏ
ｍｅｔｅｒ；ＤＳＡ，紙パ技協誌、第４８巻、１９９４年５月、第８８頁～９２頁、空閑
重則）は、極めて短時間における吸液量を正確に測定できる装置である。前記動的走査吸
液計は、吸液の速度をキャピラリー中のメニスカスの移動から直読する。具体的には、測
定試料を円盤状とし、この上で吸液ヘッドをらせん状に走査し、予め設定したパターンに
従って走査速度を自動的に変化させ、１枚の試料で必要な点の数だけ測定を行う、という
方法によって測定を自動化したものである。紙試料への液体供給ヘッドはテフロン（登録
商標）管を介してキャピラリーに接続され、キャピラリー中のメニスカスの位置は光学セ
ンサで自動的に読み取られる。
　前記動的走査吸液計は、例えば、Ｋ３５０シリーズＤ型（協和精工株式会社製）などが
挙げられる。
【００７９】
　前記動的走査吸液計による吸収特性を有する前記記録媒体としては、既存の印刷用塗工
紙を好適に用いることができる。
　前記印刷用塗工紙の具体例としては、商品名で、ＯＫトップコート＋（プラス）、ＯＫ
トップコートＳ、ＯＫカサブランカ、ＯＫカサブランカＶ、ＯＫトリニティ、ＯＫトリニ
ティＮａＶｉ、ニューエイジ、ニューエイジＷ、ＯＫトップコートマットＮ、ＯＫロイヤ
ルコート、ＯＫトップコートダル、Ｚコート、ＯＫ嵩姫、ＯＫ嵩王、ＯＫ嵩王サテン、Ｏ
Ｋ嵩ゆり、ＯＫノンリンクル、ＯＫコートＶ、ＯＫコートＮグリーン１００、ＯＫマット
コートグリーン１００、ニューエイジグリーン１００、Ｚコートグリーン１００、ＯＫコ
ートＬ、ロイヤルコートＬ、ＯＫコートＬＲ、ＯＫホワイトＬ、ＯＫロイヤルコートＬＲ
、ＯＫコートＬグリーン１００、ＯＫマットコートＬグリーン１００、ＯＫ中質コート、
（Ｆ）ＭＣＯＰ、ＯＫアストログロス、ＯＫアストロダル、ＯＫアストロマット、ＯＫロ
イヤルライトＳグリーン１００、ＯＫエバーライトコート、ＯＫエバーライトＲ、ＯＫエ
バーグリーン、クリーンヒットＭＧ、ＯＫ微塗工スーパーエコＧ、エコグリーンダル、Ｏ
Ｋ微塗工マットエコＧ１００、ＯＫスターライトコート、ＯＫソフトロイヤル、ＯＫブラ
イト、クリーンヒットＧ、やまゆりブライト、やまゆりブライトＧ、ＯＫアクアライトコ
ート、ＯＫロイヤルライトＳグリーン１００、ＯＫブライト（ラフ・ツヤ）、スノーマッ
ト、スノーマットＤＸ、（以上、王子製紙株式会社製）；オーロラコート、しらおいマッ
ト、インペリアルマット、シルバーダイヤ、リサイクルコート１００、サイクルマット１
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００、イースターＤＸ、リサイクルコートＬ１００、オーロラＬ、リサイクルマットＬ１
００、＜ＳＳＳ＞エナジーホワイト、キングＯ、ピレーヌＤＸ、ペガサスハイパー８、オ
ーロラＳ、アンデスＤＸ、スーパーアンデスＤＸ、スペースＤＸ、セーヌＤＸ、特グラビ
アＤＸ、ペガサス、シルバーペガサス、ペガサスハーモニー、グリーンランドＤＸ１００
、スーパーグリーンランドＤＸ１００、＜ＳＳＳ＞エナジーソフト、＜ＳＳＳ＞エナジー
ライト、ＥＥヘンリー（以上、日本製紙株式会社製）；ミューコート、ミューホワイト、
ミューマット、ホワイトミューマット、ハイ・アルファ、アルファマット、（Ｎ）キンマ
リＬ、キンマリＨｉＬ、セミ上Ｌ、ハイ・ベータ、ハイ・ガンマ、シロマリＬ、ハミング
、ホワイトハミング、セミ上ＨｉＬ、シロマリＨｉＬ（以上、北越製紙株式会社製）；雷
鳥コートＮ、レジーナ雷鳥コート１００、雷鳥マットコートＮ、レジーナ雷鳥マット１０
０（中越パルプ工業）；パールコート、ホワイトパールコートＮ、ニューＶマット、ホワ
イトニューＶマット、パールコートＲＥＷ、ホワイトパールコートＮＲＥＷ、ニューＶマ
ットＲＥＷ、ホワイトニューＶマットＲＥＷ、ＮパールコートＬ、ＮパールコートＬＲＥ
Ｗ、スイングマットＲＥＷ、ルビーライトＨＲＥＷ、パールソフト、ルビーライトＨ（以
上、三菱製紙株式会社製）；ユトリロコートＬ、マチスコート、カントエクセル、エクセ
ルスーパーＢ、エクセルスーパーＣ、カントエクセルバル、ユトリロエクセル、ハイネエ
クセル、ダンテエクセル（大王製紙株式会社製）；スーパーエミネ、エミネ、シャトン、
シャトン、ありそ、スマッシュ（以上、中越パルプ工業株式会社製）；コスモエース（日
本大昭和板紙株式会社製）、スターチェリー、チェリースーパー（以上、丸住製紙株式会
社製）などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用しても
よい。
【００８０】
　前記インクジェット用前処理液は、一般に、動的走査吸液計で測定した接触時間１００
ｍｓにおける純水の転移量が５ｍＬ／ｍ２～１５ｍＬ／ｍ２であり、接触時間４００ｍｓ
における純水の該記録媒体への転移量が１０ｍＬ／ｍ２～２０ｍＬ／ｍ２であるような普
通紙だけではなく、動的走査吸液計で測定した接触時間１００ｍｓにおける純水の該記録
媒体への転移量が３ｍＬ／ｍ２～１０ｍＬ／ｍ２であり、かつ接触時間４００ｍｓにおけ
る純水の該記録媒体への転移量が４ｍＬ／ｍ２～２０ｍＬ／ｍ２であるような印刷用塗工
紙等の比較的吸収の悪い記録媒体に適用でき、前記インクジェット用インク組成物を用い
て印刷した場合に、インク画像濃度、裏抜け濃度、ブリード等の画像品質においてより大
きな効果を得ることができる。これは、前記インクジェット用インク組成物を前処理なし
で上記のような印刷用塗工紙に印刷すると、染料が表面の塗工層を通過して内部のパルプ
まで浸透してしまい、画像濃度、裏抜け濃度やブリード等の画像品質が著しく低下するの
に対し、前記インクジェット用前処理液が、前記インクジェット用インク組成物中の染料
が塗工層を通過することを阻止することができることによるものである。
【００８１】
＜＜インクジェット用前処理液の付与方法＞＞
　前記インクジェット用前処理液を前記記録媒体に付与する方法としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、ローラ塗布法、スピン塗布法、エア
ナイフ塗布法、バー塗布法、ブレード塗布法、スライド塗布法、カーテン塗布法、スプレ
ー塗布法、キャスト塗布法、浸漬塗布法、インクジェット塗布法などが挙げられる。
　前記付与手段としては、特に制限はなく、付与方法に応じて適宜選択することができる
。
【００８２】
＜記録工程＞
　前記記録工程は、インクジェット用インク組成物を用いて画像を記録する工程である。
【００８３】
＜＜インクジェット用インク組成物＞＞
　前記インクジェット用インク組成物は、水溶性染料、水溶性溶剤、及び水を少なくとも
含有し、更に界面活性剤、有機溶剤を含有することが好ましく、必要に応じて更にその他
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の成分を含有する。
【００８４】
－水溶性染料－
　前記水溶性染料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、直接染料、酸性染料、塩基性染料、反応性染料などが挙げられる。これらは、１種
単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００８５】
－－直接染料－－
　前記直接染料とは、水溶性アニオン染料の中で、比較的分子量が大きく、水素結合形成
基を多く有することでセルロース繊維に対して親和性を有する染料をいう。
　前記直接染料の具体例としては、商品名で、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２、４、９、２
３、２６、３１、３９、６２、６３、７２、７５、７６、７９、８０、８１、８３、８４
、８９、９２、９５、１１１、１７３、１８４、２０７、２１１、２１２、２１４、２１
８、２２１、２２３、２２４、２２５、２２６、２２７、２３２、２３３、２４０、２４
１、２４２、２４３、２４７など；Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット７、９、４７、４８
、５１、６６、９０、９３、９４、９５、９８、１００、１０１など；Ｃ．Ｉ．ダイレク
トイエロー８、９、１１、１２、２７、２８、２９、３３、３５、３９、４１、４４、５
０、５３、５８、５９、６８、８６、８７、９３、９５、９６、９８、１００、１０６、
１０８、１０９、１１０、１３０、１３２、１４２、１４４、１６１、１６３など；Ｃ．
Ｉ．ダイレクトブルー１、１０、１５、２２、２５、５５、６７、６８、７１、７６、７
７、７８、８０、８４、８６、８７、９０、９８、１０６、１０８、１０９、１５１、１
５６、１５８、１５９、１６０、１６８、１８９、１９２、１９３、１９４、１９９、２
００、２０１、２０２、２０３、２０７、２１１、２１３、２１４、２１８、２２５、２
２９、２３６、２３７、２４４、２４８、２４９、２５１、２５２、２６４、２７０、２
８０、２８８、２８９、２９１など；Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック９、１７、１９、２２
、３２、５１、５６、６２、６９、７７、８０、９１、９４、９７、１０８、１１２、１
１３、１１４、１１７、１１８、１２１、１２２、１２５、１３２、１４６、１５４、１
６６、１６８、１７３、１９５、１９９などが挙げられる。
【００８６】
－－酸性染料－－
　前記酸性染料とは、水溶性アニオン染料の中で、分子量が小さく、スルフォン酸基を有
することでポリアミド繊維に対して親和力があり、水素結合形成基が少ないことでセルロ
ース繊維に対しては親和力の少ない染料をいう。
　前記酸性染料の具体例としては、商品名で、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３５、４２、５２
、５７、６２、８０、８２、１１１、１１４、１１８、１１９、１２７、１２８、１３１
、１４３、１５１、１５４、１５８、２４９、２５４、２５７、２６１、２６３、２６６
、２８９、２９９、３０１、３０５、３３６、３３７、３６１、３９６、３９７など；Ｃ
．Ｉ．アシッドバイオレット５、３４、４３、４７、４８、９０、１０３、１２６など；
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１７、１９、２３、２５、３９、４０、４２、４４、４９、５
０、６１、６４、７６、７９、１１０、１２７、１３５、１４３、１５１、１５９、１６
９、１７４、１９０、１９５、１９６、１９７、１９９、２１８、２１９、２２２、２２
７など；Ｃ．Ｉ．アシッドブルー９、２５、４０、４１、６２、７２、７６、７８、８０
、８２、９２、１０６、１１２、１１３、１２０、１２７：１、１２９、１３８、１４３
、１７５、１８１、２０５、２０７、２２０、２２１、２３０、２３２、２４７、２５８
、２６０、２６４、２７１、２７７、２７８、２７９、２８０、２８８、２９０、３２６
など；Ｃ．Ｉ．アシッドブラック７、２４、２９、４８、５２：１、１７２などが挙げら
れる。
【００８７】
－－塩基性染料－－
　前記塩基性染料とは、分子内にアミノ基（－ＮＨ２）又は置換アミノ基（－ＮＨＲ、－
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ＮＲＲ’）を有し、色素塩基の塩酸塩の構造を有する染料をいう。ここで、置換アミノ基
におけるＲは、任意の置換基を表す。
　前記塩基性染料の具体例としては、商品名で、Ｃ．Ｉ．ベーシックイエロー１、２、１
１、１３、１４、１５、１９、２１、２３、２４、２５、２８、２９、３２、３６、４０
、４１、４５、４９、５１、５３、６３、４６５、６７、７０、７３、７７、８７、９１
など；Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド２、１２、１３、１４、１５、１８、２２、２３、２４
、２７、２９、３５、３６、３８、３９、４６、４９、５１、５２、５４、５９、６８、
６９、７０、７３、７８、８２、１０２、１０４、１０９、１１２など；Ｃ．Ｉ．ベーシ
ックバイオレット１、３、７、１０、１１、２７など；Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１、３
、５、７、９、２１、２２、２６、３５、４１、４５、４７、５４、６２、６５、６６、
６７、６９、７５、７７、７８、８９、９２、９３、１０５、１１７、１２０、１２２、
１２４、１２９、１３７、１４１、１４７、１５５など；Ｃ．Ｉ．ベーシックブラック２
、８などなどが挙げられる。
【００８８】
－－反応染料－－
　前記反応染料とは、分子内に、水酸基（－ＯＨ）又はアミノ基（－ＮＨ２）と反応する
活性基を有し、染色対象の水酸基又はアミノ基と共有結合を生じて染着する染料をいう。
　前記反応染料の具体例としては、商品名で、Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー１、２、３
、５、１１、１３、１４、１５、１７、１８、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２
６、２７、２９、３５、３７、４０、４１、４２、４７、５１、５５、６５、６７など；
Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１、３、１３、１４、１７、１９、２１、２２、２３，２４
、２５、２６、２９、３１、３２、３５、３７、４０、４１、４３、４４、４５、４６、
４９、５５、６０、６６、７４、７９、９６、９７、１８０など；Ｃ．Ｉ．リアクティブ
バイオレット１、３、４、５、６、７、８、９、１６、１７、２２、２３、２４、２６、
２７、３３、３４など；Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１、２、３、５、７、８、１０、１
３、１４、１５、１７、１８、１９、２１、２３、２５、２６、２７、２８、２９、３２
、３５、３８、４１、６３、８０、９５など；Ｃ．Ｉ．リアクティブブラック３、４、５
、７、８、１１、１２、１４、１７、２１、２３、２６、３１、３２、３４などが挙げら
れる。
【００８９】
　これらの中でも、前記水溶性染料としては、酸性染料、直接染料が好ましく、下記一般
式（３）～（６）で表される染料が、発色性に優れる点で特に好ましい。
【００９０】
　下記一般式（３）で表される直接染料は、シアン染料である。
【化１７】

　ただし、前記一般式（３）において、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第
４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは
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、０、１、２、及び３のいずれかを表し、ｕは、１～４の自然数を表す。
　前記アルカリ金属としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、リチウム、ナトリウム、カリウムなどが挙げられる。
　前記Ｍにおける前記第４級アンモニウム基としては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができ、例えば、アンモニウム、テトラメチルアンモニウム、トリエチル
メチルアンモニウムなどが挙げられる。
　前記Ｍにおける前記第４級ホスホニウム基としては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができ、例えば、ホスホニウム、テトラメチルホスホニウムなどが挙げら
れる。
　前記Ｍにおける前記炭素数１～２のアルカノールアミン基としては、特に制限はなく、
目的に応じて適宜選択することができ、例えば、メタノールアミン、エタノールアミンな
どが挙げられる。
【００９１】
　前記一般式（３）で表される染料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができるが、下記構造式（３－１）で表される染料が好ましい。
　下記構造式（３－１）で表される染料の入手方法としては、特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができ、例えば、合成する方法、市販品を用いる方法などが挙げら
れる。下記構造式（３－１）で表される染料の市販品の具体例としては、商品名で、ＰＲ
Ｏ－ＪＥＴ　Ｃｙａｎ　１　Ｌｉｑｕｉｄ（富士フィルムイメージングカラーラント株式
会社製）などが挙げられる。
【化１８】

【００９２】
　下記一般式（４）で表される酸性染料は、マゼンタ染料である。

【化１９】

　ただし、前記一般式（４）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立に、水素原子、炭素数
１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、ハロゲン原子、及び水
酸基のいずれかを表し、Ｍは、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウ
ム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基のいずれかを表す。



(26) JP 5594089 B2 2014.9.24

10

20

30

40

　前記一般式（４）におけるＡ及びＢは、互いに同一であってもよく、異なっていてもよ
い。また、前記一般式（４）における２つのＭも、互いに同一であってもよく、異なって
いてもよい。
【００９３】
　前記Ａ及びＢにおける炭素数１～２のアルキル基としては、特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができ、例えば、メチル基、エチル基などが挙げられる。
　前記Ａ及びＢにおける前記炭素数１～２のアルコキシ基としては、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができ、例えば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができ、例えば、メトキシ基、エトキシ基などが挙げられる。
　前記Ａ及びＢにおける前記アリール基としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選
択することができ、例えば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、フェニル基、ナフチル基などが挙げられる。
　前記Ａ及びＢにおける前記ハロゲン原子としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、塩素、臭素などが挙げられる。
【００９４】
　前記Ｍにおけるアルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウム基、及び炭
素数１～２のアルカノールアミン基としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができ、例えば、前記一般式（３）と同様のものなどが挙げられる。
【００９５】
　前記一般式（４）で表される染料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができるが、下記構造式（４－１）で表される染料が好ましい。
　下記構造式（４－１）で表される染料の入手方法としては、特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができ、例えば、合成する方法、市販品を用いる方法などが挙げら
れる。下記構造式（４－１）で表される染料の市販品の具体例としては、商品名で、Ａｃ
ｉｄ　Ｒｅｄ　２５４（ダイワ化成株式会社製）などが挙げられる。
【化２０】

【００９６】
　下記一般式（５）で表される直接染料及び下記一般式（６）で表される直接染料は、イ
エロー染料である。

【化２１】
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　ただし、前記一般式（５）及び前記一般式（６）において、Ａ及びＢは、それぞれ独立
に、水素原子、炭素数１～２のアルキル基、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、
ハロゲン原子、及び水酸基のいずれか表し、Ｔは、炭素数１～２のアルカノールアミン基
及び水酸基のいずれかを表し、Ｄは、－ＣＯＯＭ及び－ＳＯ３Ｍのいずれかを表し、Ｍは
、アルカリ金属、第４級アンモニウム基、第４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のア
ルカノールアミン基のいずれかを表し、ｔは、０、１、２、及び３のいずれかを表す。
　前記一般式（５）及び前記一般式（６）におけるＡ及びＢは、互いに同一であってもよ
く、異なっていてもよい。また、前記一般式（５）における２つのＤも、互いに同一であ
ってもよく、異なっていてもよい。
【００９７】
　前記一般式（５）及び前記一般式（６）におけるＡ及びＢの炭素数１～２のアルキル基
、炭素数１～２のアルコキシ基、アリール基、及びハロゲン原子としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前記一般式（４）と同様のものなど
が挙げられる。
　前記一般式（５）及び前記一般式（６）におけるＴの炭素数１～２のアルカノールアミ
ン基としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前記一
般式（３）と同様のものなどが挙げられる。
　前記一般式（５）及び前記一般式（６）におけるＭのアルカリ金属、第４級アンモニウ
ム基、第４級ホスホニウム基、及び炭素数１～２のアルカノールアミン基としては、特に
制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前記一般式（３）と同様の
ものなどが挙げられる。
【００９８】
　前記一般式（５）で表される染料及び前記一般式（６）で表される染料としては、特に
制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、下記構造式（５－１）で表され
る染料及び下記構造式（６－１）で表される染料が好ましい。
　下記構造式（５－１）で表される染料及び下記構造式（６－１）で表される染料の入手
方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、合成す
る方法、市販品を用いる方法などが挙げられる。下記構造式（５－１）で表される染料の
市販品の具体例としては、商品名で、ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＧＧＮ　ｌｉ
ｑｕｉｄ（ランクセス株式会社製）などが挙げられる。また、下記構造式（６－１）で表
される染料の市販品の具体例としては、商品名で、ＫＳＴ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｊ－ＧＷ　Ｌ
ｉｑｕｉｄ（日本化薬株式会社製）などが挙げられる。
【化２３】
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【化２４】

【００９９】
－水溶性溶剤－
　前記インクジェット用インク組成物中の前記水溶性溶剤としては、前記水溶性染料を溶
解することができれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、イ
ンクの乾燥を防止するための湿潤剤と、浸透性を付与するため浸透剤を含有することが好
ましい。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
　前記湿潤剤及び前記浸透剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができ、例えば、前記インクジェット用前処理液中の前記湿潤剤及び前記インクジェット
用前処理液中の前記浸透剤と同様のものなどが挙げられる。
【０１００】
－浸透剤－
　前記インクジェット用インク組成物中の前記浸透剤の含有量としては、特に制限はなく
、目的に応じて適宜選択することができるが、前記インクジェット用インク組成物１００
重量部に対して、前記浸透剤が、０．１重量部～５重量部が好ましく、０．５重量部～３
重量部がより好ましい。前記浸透剤の含有量が、０．１重量部未満であると、浸透性が不
足するため、画像ベタ部をインクで覆うことができなくなり、画像濃度が低下することが
ある。また、前記浸透剤の含有量が、５重量部を超えると、前記浸透剤の水への溶解性が
低いため溶解できなくなり、インクの保存性が悪くなることがある。
【０１０１】
－湿潤剤－
　前記インクジェット用インク組成物における前記湿潤剤の含有量としては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができるが、インクジェット用インク組成物１００
重量部に対して、１５重量部～７５重量部が好ましく、３５重量部～６５重量部がより好
ましい。前記湿潤剤の含有量が、１５重量部未満であると、吐出ヘッドのノズル孔から、
水分が蒸発することで粘度が上昇するため、正常にインクを吐出できなくなることがあり
、７５重量部を超えると、染料が溶解できなくなるため、染料が結晶化して析出すること
でノズル孔が詰まることがある。
　一方。前記湿潤剤の含有量が前記好ましい範囲内であると、乾燥性、保存性、信頼性が
非常に良好である。
【０１０２】
　なお、前記インクジェット用インク組成物は、引火点を持たない組成物である。沸点の
高い水溶性溶剤を用いた場合であっても、該水溶性溶剤の量が多いと、前記インクジェッ
ト用インク組成物自体が引火点を持つ場合があるため、発火等の危険のない安全な製品と
するためにもインクが引火点を持たないことは重要な性質である。また、引火点を持たな
いことで、該インクジェット用インク組成物中の溶剤分の揮発が遅く、インクジェットプ
リンターに用いた場合に該インクジェットプリンターのノズル内でインクジェット用イン
ク組成物の粘度が上昇しにくいため、吐出信頼性が高い点でも有利である。
　前記引火点は、例えば、クリーブランド開放式引火点試験法を用い、ＪＩＳ－Ｋ２２６
５に記載される方法に従い測定することができる。
【０１０３】
－水－
　前記インクジェット用インク組成物における水の含有量は、前記水溶性溶剤の含有量を
Ｓとし、前記水の含有量をＷとしたとき、前記水溶性溶剤と前記水との重量比（Ｓ／Ｗ）
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が、０．７～１．６である。前記Ｓ／Ｗが、０．７未満であると、前記水溶性溶剤の量が
少なくなり、前記インクジェット用インク組成物が後述する界面活性剤を含む場合、前記
インクジェット用インク組成物への該界面活性剤の溶解量が少なくなり、浸透性が不十分
になるため耐擦過性が悪くなることがあり、１．６を超えると、前記水溶性溶剤量が多く
なるため、前記水溶性染料が析出し、前記インクジェット用インク組成物中で結晶化する
という弊害が発生し易くなることがあり、これにより結晶化した水溶性染料が記録ヘッド
内部のインク流路やフィルター、ノズルなどを塞ぎ、吐出できなくなる場合がある。
【０１０４】
－界面活性剤－
　前記インクジェット用インク組成物中に前記界面活性剤が含まれていると、該インクジ
ェット用インク組成物の表面張力が低下し、前記記録媒体に前記インクジェット用インク
組成物による液滴が着弾した後の前記記録媒体中への浸透が速くなるため、フェザリング
やカラーブリードを軽減することができる点で好ましい。
　前記界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、前記インクジェット用前処理液と同様のものを用いることができ、前記インクジェ
ット用インク組成物中の前記界面活性剤の含有量も、前記インクジェット用前処理液と同
様の量が好ましい。前記インクジェット用インク組成物中の界面活性剤が、前記一般式（
２）で表される界面活性剤であると、画像濃度が高く、フェザリングやカラーブリードを
抑制できる点で特に好ましい。
【０１０５】
　ここで、前記インクジェット用インク組成物の表面張力としては、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができるが、４０ｍＮ／ｍ以下が好ましく、２０ｍＮ／ｍ～
３０ｍＮ／ｍより好ましい。前記表面張力が、４０ｍＮ／ｍを超えると、前記インクジェ
ット用インク組成物の前記記録媒体への浸透が遅くなり、フェザリングやカラーブリード
が生じることがある。
　前記表面張力は、例えば、プレート法、リング法、最大泡圧法などにより測定すること
ができる。
【０１０６】
　なお、前記インクジェット記録方法において、前記界面活性剤は、少なくとも前記イン
クジェット用前処理液に含まれていればよいが、前記インクジェット用前処理液と、前記
インクジェット用インク組成物の両方に含まれている方が、フェザリングやカラーブリー
ドを抑制することができ、画像濃度や耐擦過性に優れる点で特に好ましい。
【０１０７】
－有機溶剤－
　前記インクジェット用インク組成物中の水等の溶媒成分が蒸発することにより粘度が変
化すると、前記記録媒体への付与量も変化してしまい、一定の画像品質を確保することが
できないことがある。そこで、前記水溶性溶媒による乾燥防止以外に前記インクジェット
用インク組成物を所望の物性にすること、前記インクジェット用インク組成物中の染料を
不溶化する化合物（前記ポリアミン誘導体及び／又はポリアミド誘導体や前記酢酸アンモ
ニウム及び／又は乳酸アンモニウム）やその他の添加剤の溶解安定性を向上させること、
前記記録媒体への前記インクジェット用インク組成物の塗工特性を安定にすること、など
の目的で、前記インクジェット用インク組成物は、有機溶剤を含有することが好ましい。
　また、前記有機溶剤は、前記界面活性剤と同様に、前記インクジェット用インク組成物
の表面張力を低下させることができ、前記記録媒体に前記インクジェット用インク組成物
による液滴が着弾した後の前記記録媒体中への浸透が速くなるため、フェザリングやカラ
ーブリードを軽減することができる点で好ましい。
【０１０８】
　前記有機溶剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、前記インクジェット用前処理液と同様のものを用いることができ、前記インクジェッ
ト用インク組成物中の前記有機溶剤の含有量も、前記インクジェット用前処理液と同様の
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量が好ましい。前記インクジェット用インク組成物中の有機溶剤が、前記一般式（１）で
表される有機溶剤であると、泡立ちを抑えることができる点で特に好ましい。
　前記インクジェット用インク組成物中の前記有機溶剤の含有量としては、前記水溶性溶
剤が前記インクジェット用インク組成物中に溶解できる量であれば、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができる。
【０１０９】
　なお、前記インクジェット記録方法において、前記有機溶剤は、前記インクジェット用
前処理液及び前記インクジェット用インク組成物のいずれか一方に含まれていてもよく、
両方に含まれていてもよいが、両方に含まれていることが、フェザリングやカラーブリー
ドを抑制することができ、画像濃度や耐擦過性に優れる点で特に好ましい。
【０１１０】
－その他の成分－
　前記その他の成分としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、ｐＨ調整剤、防腐防黴剤、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、酸素吸収剤、光
安定化剤、コゲーション防止剤、前記界面活性剤以外の濡れ性促進剤等の、従来より知ら
れている添加剤などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。
　前記防腐防黴剤、前記防錆剤、前記酸化防止剤、前記紫外線吸収剤、前記酸素吸収剤、
前記光安定化剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、前記インクジェット用前処理液と同様のものなどが挙げられる。
　前記インクジェット用インク組成物における前記その他の成分の含有量としては、本発
明の効果を損なわない限り、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【０１１１】
－－ｐＨ調整剤－－
　前記インクジェット用インク組成物のｐＨとしては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができるが、アルカリ性に調整できるものが、前記インクジェット用イン
ク組成物の溶解状態を安定化でき、吐出を安定化することができる点で好ましく、ｐＨ７
以上１１未満に調整できるものがより好ましい。前記インクジェット用インク組成物のｐ
Ｈが１１以上であると、インクジェットのヘッドやインク供給ユニットを溶かし出す量が
大きく、インクの変質や、漏洩、吐出不良等の問題が発生してしまうことがある。
　前記ｐＨ調整剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、前記インクジェット用前処理液と同様のものなどが挙げられる。
【０１１２】
－－コゲーション防止剤－－
　前記コゲーションとは、ヒーターに電流を流して記録液を瞬間的に加熱し、前記インク
ジェット用インク組成物が発泡する力を利用して該インクジェット用インク組成物を吐出
するサーマル式ヘッドにおける不具合であり、該インクジェット用インク組成物が熱せら
れる際に該インクジェット用インク組成物中の成分に変質が起こり、ヒーターに変質物が
付着する現象をいう。
　コゲーションが生じると、ヒーターによる加熱が正常に行われなくなり、吐出力が弱く
なることや、最悪の場合、前記インクジェット用インク組成物が吐出しないことがある。
そのため、コゲーションを防止すべく、前記インクジェット用インク組成物はコゲーショ
ン防止剤を含むことが好ましい。
【０１１３】
　前記コゲーション防止剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、ポリリン酸、ポリアミノカルボン酸、アルドン酸、ヒドロキシカルボン酸
、ポリオールリン酸エステル、及びこれらの塩、あるいは、アミノ基を有する酸及び／又
はその塩、あるいは、メチル基又はメチレン基とカルボキシル基とを有する酸のアンモニ
ウム塩、などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用して
もよい。
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【０１１４】
＜＜記録方法＞＞
　前記記録する方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる
が、インク吐出手段により、前記インクジェット用インク組成物に刺激を印加して該イン
クジェット用インク組成物を吐出させて画像を記録する方法などが挙げられる。
【０１１５】
－インク吐出手段－
　前記インク吐出手段としては、前記インクジェット用インク組成物に刺激を印加して該
インクジェット用インク組成物を吐出させることができれば、特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができ、例えば、圧電素子等の圧電アクチュエータ、発熱抵抗体等
の電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用するサーマルアクチュエータ
、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュエータ、静電力を用いる静電
アクチュエータなどを有するものなどが挙げられる。
【０１１６】
　前記インクジェット用前処理液付与工程及び前記記録工程は、前処理液塗布装置及び記
録装置を用いて行われても良い。
【０１１７】
＜＜前処理液塗布装置＞＞
　以下に、本発明の前記インクジェット記録方法を用いた前処理液塗布装置の一例につい
て図面を用いて説明するが、本発明のインクジェット記録方法は、これに限られるもので
はない。
　前記前処理液塗布装置は、記録装置と一体型であってもよく、前記前処理液塗布装置と
前記記録装置とが別々の装置であってもよいが、前記前処理液塗布装置と前記記録装置が
一体型である方が、操作が簡便であるため好ましい。
【０１１８】
　図１は、本発明のインクジェット記録方法を用いた前処理液塗布装置の一例を示す側面
断面図である。図１の前処理液塗布装置は、インクジェット記録用ヘッドを走査して画像
形成するタイプの記録装置を有するものである。
　図１の前処理液塗布装置において、記録媒体（用紙）６は、給紙ローラ７によって送り
出され、膜厚制御ローラ２、汲み上げローラ３、付与ローラ４、カウンタローラ５等の付
与手段によってインクジェット用前処理液１が付与される。前記付与手段としては、特に
制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、ゴムローラや金属ローラな
どが挙げられる。具体的には、付与ローラ４とカウンタローラ５によってインクジェット
用前処理液容器４２内に充填されたインクジェット用前処理液１が記録媒体に均一に薄く
付与される。インクジェット用前処理液１は、汲み上げローラ３によって汲み上げられ、
膜厚制御ローラ２によって付与ローラ４に均一に付与される。記録媒体６は、インクジェ
ット用前処理液１を付与されながらインクジェット記録ヘッド２０のある記録走査部まで
送られる。前記インクジェット用前処理液付与動作の終了部（図１のＡ部）から記録走査
開始部（図１のＢ部）までの記録媒体経路の長さは、記録媒体６の送り方向の長さより長
く設定されているので、記録媒体６が記録走査開始部Ｂに到達した時点ではインクジェッ
ト用前処理液１の付与を完全に終了することができる。この場合、インクジェット用前処
理液１の付与は、インクジェット記録ヘッド２０が印字のための走査を開始し、記録媒体
６が間欠的に搬送される前に実施できるため、記録媒体６の搬送速度が一定の状態で連続
的に付与でき、ムラのない均一な付与が可能となる。
　なお、図１の前処理液塗布装置の例では、インクジェット用前処理液１の付与が必要な
記録媒体６は、下段のカセットから供給するようになっており、インクジェット用前処理
液１の付与が必要ない又はインクジェット用前処理液１が付与されては困る記録媒体１７
は、上段のカセットから供給するようになっているため、記録媒体搬送経路を長く設ける
のに好都合である。記録媒体１７は、給紙ローラ１８によって送り出され、インクジェッ
ト記録ヘッド２０のある記録走査部まで送られる。
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【０１１９】
　図２は、本発明の前記インクジェット記録方法を用いた前処理液塗布装置の別の一例を
示す図である。図２の前処理液塗布装置も、インクジェット記録用ヘッドを走査して画像
形成するタイプの記録装置を有するものである。図２の前処理液塗布装置は、図１の前処
理液塗布装置に比べ、コンパクトな装置構成とした例である。
　記録媒体６は、給紙ローラ７によって送り出され付与ローラ４とカウンタローラ５によ
って前記インクジェット用前処理液容器４２内に充填されたインクジェット用前処理液１
が記録媒体６に均一に薄く付与される。インクジェット用前処理液１は、汲み上げローラ
３によって汲み上げられ、膜厚制御ローラ２によって付与ローラ４に均一に付与されてい
る。記録媒体６は、インクジェット用前処理液１を付与されながらインクジェット記録ヘ
ッド２０のある記録走査部を通過し、記録媒体６がインクジェット用前処理液１の塗布を
完了するまで送られ、記録媒体６がインクジェット用前処理液１の付与を完了した時点で
再び記録媒体６の先頭が記録走査開始部Ｂに至るまで戻される。
　インクジェット用前処理液１の付与完了は、例えば、前処理液塗布装置の出口近傍に、
公知の記録媒体検知手段（不図示）を設けることにより検出することができる。この検知
手段は必ずしも必要であるわけではなく、あらかじめ記録媒体６の長さの情報をコントロ
ーラにインプットし、モータの回転数を制御することにより、記録媒体６の搬送ローラの
外周の送り量を記録媒体の長さに対応するようなシステム構成としてもよい。
　インクジェット用前処理液１が付与された記録媒体６は、インクジェット用前処理液１
が乾燥固化する前に、再び記録走査部Ｂに搬送されているが、この際には、インクジエッ
ト記録ヘッド２０の走査とタイミングを合わせて、間欠的に搬送される。記録媒体６を戻
すときに送られてきた経路と同じ経路を戻すと、記録媒体６の後端が前処理液塗布装置に
逆進入することになり、塗りムラや汚れ、ジャムなどの不具合が起こるが、記録媒体６を
戻すときは記録媒体ガイド３１で方向を切り替える。即ち、記録媒体６にインクジェット
用前処理液１を付与した後、記録媒体６を逆送する時には、記録媒体ガイド３１を図の点
線の位置に、ソレノイドやモータなどの公知の手段で移動せしめる。これにより、記録媒
体は、記録媒体戻しガイド３４の位置に搬送されるので、記録媒体６を汚したり、ジャム
が生じたりすることを防止できる。
【０１２０】
＜＜記録装置＞＞
　以下に、本発明の前記インクジェット記録方法を用いた記録装置の一例について図面を
用いて説明するが、本発明のインクジェット記録方法は、これに限られるものではない。
【０１２１】
　図３は、本発明のインクジェット記録方法を用いたインクジェット記録装置のインクカ
ートリッジ装填部のカバーを開いた状態の斜視説明図である。
　インクジェット記録装置は、装置本体１０１と、装置本体１０１に装着した用紙を装填
するための給紙トレイ１０２と、装置本体１０１に装着され画像が記録（形成）された用
紙をストックするための排紙トレイ１０３と、インクカートリッジ装填部１０４とを有す
る。インクカートリッジ装填部１０４の上面には、操作キーや表示器などの操作部１０５
が配置されている。インクカートリッジ装填部１０４は、インクカートリッジ２００の脱
着を行うための開閉可能な前カバー１１５を有している。１１１は上カバー、１１２は前
カバーの前面である。
【０１２２】
　図４は、本発明のインクジェット記録方法を用いたインクジェット記録装置の全体構成
を説明する概略構成図である。装置本体１０１内には、図４に示すように、左右の側板（
不図示）に横架したガイド部材であるガイドロッド１３１とステー１３２とで、キャリッ
ジ１３３を主走査方向に摺動自在に保持し、主走査モータ（不図示）によって移動走査す
る。
　キャリッジ１３３には、イエロー、シアン、マゼンタ、ブラックの各色のインク滴を吐
出する４個のインクジェット記録用ヘッドからなる記録ヘッド１３４の複数のインク吐出
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口を、主走査方向と交叉する方向に配列し、インク滴吐出方向を下方に向けて装着してい
る。
　記録ヘッド１３４を形成するインクジェット記録用ヘッドとしては、前記インクジェッ
ト用インク組成物を吐出するためのインク吐出手段（不図示）を有する。
　また、キャリッジ１３３には、記録ヘッド１３４に各色のインクを供給するための各色
のサブタンク１３５を搭載している。サブタンク１３５には、インク供給チューブ（不図
示）を介して、インクカートリッジ装填部１０４に装填されたインクカートリッジ２００
から、前記インクジェット用インク組成物が補充される。
【０１２３】
　一方、給紙トレイ１０３の用紙積載部圧板１４１上に積載した用紙１４２を給紙するた
めの給紙部として、用紙積載部１４１から用紙１４２を１枚ずつ分離給送する給紙コロ１
４３（半月コロ）、及び給紙コロ１４３に対向し、摩擦係数の大きな材質からなる分離パ
ッド１４４を備え、この分離パッド１４４は給紙コロ１４３側に付勢されている。
　この給紙部から給紙された用紙１４２を記録ヘッド１３４の下方側で搬送するための搬
送部として、用紙１４２を静電吸着して搬送するための搬送ベルト１５１と、給紙部から
ガイド１４５を介して送られる用紙１４２を搬送ベルト１５１との間で挟んで搬送するた
めのカウンタローラ１５２と、略鉛直上方に送られる用紙１４２を略９０°方向転換させ
て搬送ベルト１５１上に倣わせるための搬送ガイド１５３と、押さえ部材１５４で搬送ベ
ルト１５１側に付勢された先端加圧コロ１５５とが備えられ、また、搬送ベルト１５１表
面を帯電させるための帯電手段である帯電ローラ１５６が備えられている。
【０１２４】
　搬送ベルト１５１は無端状ベルトであり、搬送ローラ１５７とテンションローラ１５８
との間に張架されて、ベルト搬送方向に周回可能である。この搬送ベルト１５１は、例え
ば、抵抗制御を行っていない厚さ４０μｍ程度の樹脂材、例えば、テトラフルオロエチレ
ンとエチレンの共重合体ＥＴＦＥで形成した用紙吸着面となる表層と、この表層と同材質
でカーボンによる抵抗制御を行った裏層中抵抗層、アース層とを有している。搬送ベルト
１５１の裏側には、記録ヘッド１３４による印写領域に対応してガイド部材１６１が配置
されている。なお、記録ヘッド１３４で記録された用紙１４２を排紙するための排紙部と
して、搬送ベルト１５１から用紙１４２を分離するための分離爪１７１と、排紙ローラ１
７２及び排紙コロ１７３とが備えられており、排紙ローラ１７２の下方に排紙トレイ１０
３が配されている。
【０１２５】
　装置本体１０１の背面部には、両面給紙ユニット１８１が着脱自在に装着されている。
両面給紙ユニット１８１は、搬送ベルト１５１の逆方向回転で戻される用紙１４２を取り
込んで反転させて再度、カウンタローラ１５２と搬送ベルト１５１との間に給紙する。な
お、両面給紙ユニット１８１の上面には手差し給紙部１８２が設けられている。
【０１２６】
　このインクジェット記録装置においては、給紙部から用紙１４２が１枚ずつ分離給紙さ
れ、略鉛直上方に給紙された用紙１４２は、ガイド１４５で案内され、搬送ベルト１５１
とカウンタローラ１５２との間に挟まれて搬送される。更に先端を搬送ガイド１５３で案
内されて先端加圧コロ１５５で搬送ベルト１５１に押し付けられ、略９０°搬送方向を転
換される。
　このとき、帯電ローラ１５６によって搬送ベルト１５７が帯電されており、用紙１４２
は、搬送ベルト１５１に静電吸着されて搬送される。そこで、キャリッジ１３３を移動さ
せながら画像信号に応じて記録ヘッド１３４を駆動することにより、停止している用紙１
４２にインク滴を吐出して１行分を記録し、用紙１４２を所定量搬送後、次の行の記録を
行う。記録終了信号又は用紙１４２の後端が記録領域に到達した信号を受けることにより
、記録動作を終了して、用紙１４２を排紙トレイ１０３に排紙する。そして、サブタンク
１３５内のインクの残量ニアーエンドが検知されると、インクカートリッジ２００から所
要量のインクがサブタンク１３５に補給される。
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【０１２７】
　このインクジェット記録装置においては、インクカートリッジ２００中のインクジェッ
ト用インク組成物を使い切ったときには、インクカートリッジ２００における筐体を分解
して内部のインク袋だけを交換することができる。また、インクカートリッジ２００は、
縦置きで前面装填構成としても、安定したインクの供給を行うことができる。したがって
、装置本体１０１の上方が塞がって設置されているような場合、例えば、ラック内に収納
したり、あるいは装置本体１０１の上面に物が置かれたりしているような場合でも、イン
クカートリッジ２００の交換を容易に行うことができる。
【０１２８】
　なお、ここでは、キャリッジが走査するシリアル型シャトル型インクジェット記録装置
に適用した例で説明したが、ライン型ヘッドを備えたライン型インクジェット記録装置に
も同様に適用することができる。
【０１２９】
＜用途＞
　本発明のインクジェット記録方法は、本発明の前記インクジェット用前処理液を塗布し
た記録媒体に、前記インクジェット用インク組成物を用いて画像を記録することで、前記
インクジェット用インク組成物中の水溶性溶剤の浸透性によって染料が前記記録媒体の最
表面ではなく、やや内側に浸透してから凝集するため、画像部を擦っても色落ちすること
がなく、耐擦過性を極めて良好に実現できる。また、本発明のインクジェット記録方法は
、インクジェットプリンターでの吐出信頼性が高く、色材として水溶性染料を用いた場合
であっても、文字にじみ（フェザリング）や色境界にじみ（カラーブリード）が生じるこ
となく、画像の濃度に優れ、印刷画質の向上を実現することができる。
　そのため、本発明のインクジェット記録方法は、インクジェット記録方式による各種記
録装置、例えば、インクジェット記録用プリンター、ファクシミリ装置、複写装置、プリ
ンター／ファックス／コピア複合機などに好適に使用することができる。また、特にフッ
素系シランカップリング剤を含む撥インク層、又はシリコーン樹脂を含む撥インク層を有
するインクジェットヘッドを備えた記録装置に対してもヘッド固着を生じないという優れ
た特性を有する。
　また、本発明のインクジェット記録物は、本発明の前記インクジェット記録方法により
記録されるため、文字にじみや色境界にじみがなく、画像の濃度に優れ、印刷画質に優れ
たものである。
【実施例】
【０１３０】
　以下に本発明の実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例
に何ら限定されるものではない。なお、以下の実施例において特に明記しない限り、「部
」は「重量部」を表し、「％」は「重量％」を表す。
【０１３１】
（調製例１：インクジェット用前処理液ａの調製）
　下記材料をイオン交換水に溶解した後、５μｍのフィルターで濾過してインクジェット
用前処理液ａを調製した。
［組成］
　ポリアミド誘導体水溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０部
　（商品名：ＷＳ４０２４、固形分２５％、星光ＰＭＣ株式会社製）
　酢酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６．０部
　３－メチル－１，３－ブタンジオール（ＭＢＤ）　　　　　　　　　　　　１６．０部
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール（２２４ＴＭ１３ＰＤ）１．５部
　ポリオキシエチレンアルキレン誘導体　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　（商品名：ディスパノールＴＯＣ、固形分１００％、日本油脂社製）
　トリエタノールアミン（ＴＥＡ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
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　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．４部
【０１３２】
（調製例２：インクジェット用前処理液ｂの調製）
　下記材料をイオン交換水に溶解した後、５μｍのフィルターで濾過してインクジェット
用前処理液ｂを調製した。
［組成］
　ポリアミン誘導体水溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０部
　（商品名：ＤＫ６８５２、固形分５０％、星光ＰＭＣ株式会社製）
　酢酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．０部
　エチレングリコールモノブチルエーテル（ＥＧＭＢＥ）　　　　　　　　　１９．０部
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール（２Ｅ１３ＨＤ）　　　　　　　　　１．５部
　下記構造式（２－３）で表される界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（商品名：ユニダインＤＮＳ－４０３Ｎ、ダイキン化学工業株式会社製）
　トリエタノールアミン（ＴＥＡ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４．８部
【０１３３】
【化２５】

【０１３４】
（調製例３：インクジェット用前処理液ｃの調製）
　下記材料をイオン交換水に溶解した後、５μｍのフィルターで濾過してインクジェット
用前処理液ｃを調製した。
［組成］
　ポリアミド誘導体水溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０部
　（商品名：ＷＳ４０２４、固形分２５％、星光ＰＭＣ株式会社製）
　乳酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０部
　１，３－ブタンジオール（１３ＢＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　２４．０部
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール（２Ｅ１３ＨＤ）　　　　　　　　　１．５部
　下記構造式（１－１）で表される有機溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　（商品名：エンバイロジェムＡＤ０１、日信化学工業株式会社製）
　前記構造式（２－３）で表される界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（商品名：ユニダインＤＮＳ－４０３Ｎ、ダイキン化学工業株式会社製）
　２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール（ＡＥＰＤ）　　　　　　０．５部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６部
【化２６】
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【０１３５】
（調製例４：インクジェット用前処理液ｄの調製）
　調製例１のインクジェット用前処理液ａの調製において、ポリアミド誘導体水溶液（商
品名：ＷＳ４０２４）を添加せず、酢酸アンモニウムの添加量を５．０部に変えて１５．
０部とし、イオン交換水の添加量を２０．４部に変えて５０．４部としたこと以外は、調
製例１と同様の方法でインクジェット用前処理液ｄを調製した。
【０１３６】
（調製例５：インクジェット用前処理液ｅの調製）
　調製例１のインクジェット用前処理液ａの調製において、ポリアミド誘導体水溶液（商
品名：ＷＳ４０２４）を添加せず、塩化カルシウムを１０．０部添加し、イオン交換水の
添加量を２０．４部に変えて５０．４部としたこと以外は、調製例１と同様の方法でイン
クジェット用前処理液ｅを調製した。
【０１３７】
（調製例６：インクジェット用前処理液ｆの調製）
　調製例２のインクジェット用前処理液ｂの調製において、酢酸アンモニウムを添加せず
、イオン交換水の添加量を２４．８部に変えて２９．８部としたこと以外は、調製例２と
同様の方法でインクジェット用前処理液ｆを調製した。
【０１３８】
　調製例１～６で調製したインクジェット用前処理液ａ～ｆの組成を下記表１にまとめて
示す。表１において、各組成の単位は「重量部」である。また、ポリアミド誘導体及びポ
リアミン誘導体において、括弧内は固形分換算した値（重量部）である。
【０１３９】
【表１】

【０１４０】
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　なお、表１における略語は、以下の化合物を示す。
　ＧＬＹ：グリセリン
　ＭＢＤ：３－メチル－１，３－ブタンジオール
　１３ＢＤ：１，３－ブタンジオール
　ＥＧＭＢＥ：エチレングリコールモノブチルエーテル
　２２４ＴＭ１３ＰＤ：２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール
　２Ｅ１３ＨＤ：２－エチル－１，３－ヘキサンジオール
　ＴＯＣ：ポリオキシエチレンアルキレン誘導体（ノニオン性界面活性剤）
　ＴＥＡ：トリエタノールアミン
　ＡＥＰＤ：２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール
　ＬＶ：防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）
【０１４１】
（製造例１：インクセット１の製造）
　下記に示す方法で、インクジェット用インク組成物として、インクＫ－１、インクＣ－
１、インクＭ－１、及びインクＹ－１を調製し、インクセット１を製造した。
【０１４２】
＜インクジェット用インク組成物（インクＫ－１）の調製＞
　下記材料をイオン交換水に溶解し、０．２μｍのフィルターでろ過してインクジェット
用インク組成物としてインクＫ－１（ブラック）を調製した。
［組成］
　下記構造式（７）で表される染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
　（商品名：ＰＲＯ－ＪＥＴ　Ｆａｓｔ　Ｂｌａｃｋ　２　Ｌｉｑｕｉｄ、富士フィルム
イメージングカラーラント株式会社製）
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
　３－メチル－１，３－ブタンジオール（ＭＢＤ）　　　　　　　　　　　　１３．０部
　１，３－ブタンジオール（１３ＢＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　１３．０部
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール（２２４ＴＭ１３ＰＤ）２．０部
　水酸化リチウム（ＬｉＯＨ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４．２部
【化２７】

【０１４３】
＜インクジェット用インク組成物（インクＣ－１）の調製＞
　インクＫ－１の調製において、前記構造式（７）で表される染料７．５部に代えて、下
記構造式（８）で表される染料（商品名：Ｋａｙａｓｅｔ　Ｂｌｕｅ　Ｊ－ＦＧ、日本化
薬株式会社製）を４．０部使用し、３－メチル－１，３－ブタンジオールの添加量を１３
．０部に変えて１５．０部とし、イオン交換水の添加量を５４．２部に変えて５５．７部
としたこと以外は、インクＫ－１と同様の方法でインクＣ－１（シアン）を調製した。
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【化２８】

【０１４４】
＜インクジェット用インク組成物（インクＭ－１）の調製＞
　インクＣ－１の調製において、前記構造式（８）で表される染料４．０部に代えて、下
記構造式（９）で表される染料（商品名：Ｄｕａｓｙｎ　Ｂｒｉｌｌａｎｔ　Ｒｅｄ　Ｆ
３Ｂ－ＳＦ　ｌｉｑｕｉｄ、クラリアントジャパン株式会社製）を３．０部使用し、イオ
ン交換水の添加量を５５．７部に変えて５６．７部としたこと以外は、インクＣ－１と同
様の方法でインクＭ－１（マゼンタ）を調製した。
【化２９】

【０１４５】
＜インクジェット用インク組成物（インクＹ－１）の調製＞
　インクＭ－１の調製において、前記構造式（９）で表される染料に代えて、下記構造式
（１０）で表される染料（商品名：ＩＪ　ＹＥＬＬＯＷ　２０５Ｈ、ダイワ化成株式会社
製）を使用したこと以外は、インクＭ－１と同様の方法でインクＹ－１（イエロー）を調
製した。

【化３０】

【０１４６】
（製造例２：インクセット２の製造）
　下記に示す方法で、インクジェット用インク組成物として、インクＫ－２、インクＣ－
２、インクＭ－２、及びインクＹ－２を調製し、インクセット２を製造した。
【０１４７】
＜インクジェット用インク組成物（インクＫ－２）の調製＞
　下記材料をイオン交換水に溶解し、０．２μｍのフィルターでろ過してインクジェット
用インク組成物としてインクＫ－２（ブラック）を調製した。
［組成］
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　下記構造式（１１）で表される染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０部
　（商品名：Ｄｕａｓｙｎ　Ｂｌａｃｋ　ＨＥＦ－ＳＦ　Ｌｉｑｕｉｄ、クラリアントジ
ャパン株式会社製）
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
　１，３－ブタンジオール（１３ＢＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　３１．５部
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール（２Ｅｔ３ＨＤ）　　　　　　　　　１．０部
　構造式（１－１）で表される有機溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　（商品名：エンバイロジェムＡＤ０１、日信化学工業株式会社製）
　２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール（ＡＥＰＤ）　　　　　　０．５部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１．７部
【化３１】

【０１４８】
＜インクジェット用インク組成物（インクＣ－２）の調製＞
　下記材料をイオン交換水に溶解し、０．２μｍのフィルターでろ過してインクジェット
用インク組成物としてインクＣ－２（シアン）を調製した。
［組成］
　下記構造式（３－１）で表される染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
　（商品名：ＰＲＯ－ＪＥＴ　Ｃｙａｎ　１　Ｌｉｑｕｉｄ、富士フィルムイメージング
カラーラント株式会社製）
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
　１，３－ブタンジオール（１３ＢＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　３６．０部
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール（２Ｅｔ３ＨＤ）　　　　　　　　　１．０部
　前記構造式（１－１）で表される有機溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　（商品名：エンバイロジェムＡＤ０１、日信化学工業株式会社製）
　前記構造式（２－３）で表される界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
　（商品名：ユニダインＤＮＳ－４０３Ｎ、ダイキン化学工業株式会社製）
　２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール（ＡＥＰＤ）　　　　　　０．５部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．６部
【化３２】
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【０１４９】
＜インクジェット用インク組成物（インクＭ－２）の調製＞
　インクＣ－２の調製において、前記構造式（３－１）で表される染料２．５部に代えて
、下記構造式（４－１）で表される染料（商品名：Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ　２５４、ダイワ化
成株式会社製）を２．０部使用し、イオン交換水の添加量を５０．６部に変えて５１．１
部としたこと以外は、インクＣ－２と同様の方法でインクＭ－２（マゼンタ）を調製した
。
【化３３】

【０１５０】
＜インクジェット用インク組成物（インクＹ－２）の調製＞
　インクＭ－２の調製において、前記構造式（４－１）で表される染料に代えて、下記構
造式（５－１）で表される染料（商品名：ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＧＧＮ　
ｌｉｑｕｉｄ、ランクセス株式会社製）を使用したこと以外は、インクＭ－２と同様の方
法でインクＹ－２（イエロー）を調製した。

【化３４】

【０１５１】
（製造例３：インクセット３の製造）
　下記に示す方法で、インクジェット用インク組成物として、インクＫ－３、インクＣ－
３、インクＭ－３、及びインクＹ－３を調製し、インクセット３を製造した。
【０１５２】
＜インクジェット用インク組成物（インクＫ－３）の調製＞
　下記材料をイオン交換水に溶解し、０．２μｍのフィルターでろ過してインクジェット
用インク組成物としてインクＫ－３（ブラック）を調製した。
［組成］
　ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｂｌａｃｋ　ＳＰ　ｌｉｑｕｉｄ（商品名）　　　　２０．０部
　（染料濃度３０％水溶液、ランクセス社製）
　グリセリン（ＧＬＹ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０部
　１，３－ブタンジオール（１３ＢＤ）　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０部
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール（２Ｅｔ３ＨＤ）　　　　　　　　　１．５部
　２－アミノ－２－エチル－１，３プロパンジオール（ＡＥＰＤ）　　　　　　０．２部
　防腐防黴剤（商品名：プロキセルＬＶ、アベシア社製）　　　　　　　　　　０．１部
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３．２部
【０１５３】
＜インクジェット用インク組成物（インクＣ－３）の調製＞
　インクＫ－３の調製において、前記ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｂｌａｃｋ　ＳＰ　ｌｉｑｕ
ｉｄ２０．０部に代えて、前記構造式（３－１）で表される染料を３．０部使用し、１，
３－ブタンジオール（１３ＢＤ）の添加量を３０．０重量部に変えて３３．０重量部とし
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、イオン交換水の添加量を２３．２部に変えて３７．２部としたこと以外は、インクＫ－
３と同様の方法でインクＣ－３（シアン）を調製した。
【０１５４】
＜インクジェット用インク組成物（インクＭ－３）の調製＞
　インクＣ－３の調製において、前記構造式（３－１）で表される染料３．０部に代えて
、下記構造式（４－２）で表される染料（商品名：ＪＰＤ　Ｍａｇｅｎｔａ　Ｒ－０１　
Ｌｉｑｕｉｄ、日本化薬株式会社製）を２．５部使用し、イオン交換水の添加量を３７．
２部に変えて３７．７部としたこと以外は、インクＣ－３と同様の方法でインクＭ－３（
マゼンタ）を調製した。
【化３５】

【０１５５】
＜インクジェット用インク組成物（インクＹ－３）の調製＞
　インクＭ－３の調製において、前記構造式（４－２）で表される染料２．５部に代えて
、前記構造式（５－１）で表される染料（商品名：ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｙｅｌｌｏｗ　
ＧＧＮ　ｌｉｑｕｉｄ、ランクセス株式会社製）を１．７部、及び、下記構造式（６－１
）で表される染料（商品名：ＫＳＴ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｊ－ＧＷ　Ｌｉｑｕｉｄ、日本化薬
株式会社製）を０．８部使用したこと以外は、インクＭ－３と同様の方法でインクＹ－３
（イエロー）を調製した。
【化３６】

【０１５６】
（製造例４：インクセット４の製造）
　製造例１のインクセット１の製造において、各インクジェット用インク組成物（インク
Ｋ－１、インクＣ－１、インクＭ－１、及びインクＹ－１）に含まれる１，３－ブタンジ
オールの添加量をそれぞれ３．０重量減らし、不足分（３．０重量部）をイオン交換水で
補ったこと以外は、製造例１と同様の方法でインクジェット用インク組成物（インクＫ－
４、インクＣ－４、インクＭ－４、及びインクＹ－４）を調製し、インクセット４とした
。
【０１５７】
（製造例５：インクセット５の製造）
　製造例３のインクジェット用インク組成物（インクＫ－３）製造において、１，３－ブ
タンジオール（１３ＢＤ）３０部に代えて、エチレングリコールモノブチルエーテル（Ｅ
ＧＭＢＥ）３０部を添加したこと以外は、インクＫ－３と同様の方法でインクジェット用
インク組成物（インクＫ－５）を調製した。また、製造例３のインクセット３の製造にお
いて、各インクジェット用インク組成物（インクＣ－３、インクＭ－３、及びインクＹ－
３）に含まれる１，３－ブタンジオールの添加量をそれぞれ３．０重量部増やし、過剰分
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法でインクジェット用インク組成物（インクＣ－５、インクＭ－５、及びインクＹ－５）
を調製した。このインクインクＫ－５、Ｃ－５、インクＭ－５、及びインクＹ－５をイン
クセット５とした。
【０１５８】
　製造例１～５で製造したインクセット１～５における各インクジェット用インク組成物
の組成を下記表２～４にまとめて示す。表２～４において、各組成の単位は「重量部」で
ある。また、ＢＡＹＳＣＲＩＰＴ　Ｂｌａｃｋ　ＳＰ　ｌｉｑｕｉｄにおいて、括弧内は
固形分換算した値（重量部）である。なお、表２～４における略語は、表１と同じ意味を
示す。
【０１５９】
【表２】

【０１６０】
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【表３】

【０１６１】

【表４】

【０１６２】
－引火点の測定－
　製造例１～５で製造したインクセット１～５における各インクジェット用インク組成物
について、引火点を測定した。
　引火点は、クリーブランド開放式引火点試験法を用い、ＪＩＳ－Ｋ２２６５に記載され
る方法に従い測定した。結果を下記表５に示す。
【０１６３】
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－吐出安定性の測定－
　製造例１～５で製造したインクセット１～５を、それぞれ図３及び図４に示す構造のプ
リンター（商品名：ＩＰＳｉＯ　Ｇ７０７、株式会社リコー製）に充填セットし、以下の
方法で吐出安定性の評価を行った。
　最初に１０分間連続印字を行い、ヘッド面にインクが付着した状態で保湿キャップをし
てプリンターを温度５０℃、相対湿度６０％の環境下で１ヶ月間放置した後、プリンター
に搭載された方法でクリーニングを実施してヘッド面のメンテナンスを行い、放置前と同
等に復帰させた。この後、以下の条件で間欠印写試験を行い、吐出安定性を評価した。
　即ち、以下の印刷パターンチャートを２０枚連続で印字後、２０分間印字を実施しない
休止状態にし、これを５０回繰り返し、累計で１，０００枚印写後、もう１枚同チャート
を印写した時の５％チャートベタ部の筋、白抜け、噴射乱れの有無を目視にて下記評価基
準に基づき評価した。下記評価基準において、◎及び○が許容範囲である。評価結果を下
記表５に示す。
　なお、印刷パターンは、画像領域中、印字面積が、紙面全面積中、各色印字面積が５％
であるチャートにおいて、各インクを１００％ｄｕｔｙで印字した。印字条件は、記録密
度は３００ｄｐｉ、ワンパス印字とした。
［評価基準］
　◎：ベタ部にスジ、白抜け、噴射乱れが無い
　○：ベタ部にスジ、白抜け、噴射乱れが若干認められる
　△：ベタ部にスジ、白抜け、噴射乱れが認められる
　×：ベタ部全域にわたってスジ、白抜け、噴射乱れが認められる
【０１６４】
　下記表５において、引火点及び吐出安定性の結果と併せて、製造例１～５のインクセッ
ト１～５における各インクジェット用インク組成物中の水溶性溶剤量の合計量（Ｓ）、イ
オン交換水量（Ｗ）、及び前記水溶性溶剤量の合計量（Ｓ）とイオン交換水量（Ｗ）との
重量比（Ｓ／Ｗ）を示す。なお、下記表５において、水溶性溶剤量の合計量（Ｓ）及びイ
オン交換水量（Ｗ）は、各インクジェット用インク組成物１００重量部に対する重量部を
表す。
【０１６５】
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【表５】

【０１６６】
－転移量の測定－
　以下の実施例１～９及び比較例１～１８の印字画像の評価に用いる記録媒体の純水転移
量を以下の方法で測定した。
　記録媒体としては、下記３種（α、β、γ）を用いた。各記録媒体への純水転移量は、
動的走査吸液計（Ｋ３５０シリーズＤ型、協和精工株式会社製）を用いて測定した。結果
を下記表６に示す。
［記録媒体］
　α：Ｔｙｐｅ６２００（リコー株式会社製）
　　　基材：パルプ
　　　塗工層：なし
　β：ＰＯＤグロス１００（王子製紙株式会社製）
　　　基材：パルプ
　　　塗工層（両面）：カオリン、炭酸カルシウム、澱粉、バインダー樹脂
　　　全体の厚さ：約１００μｍ
　γ：スペースＤＸ（マット）（日本製紙株式会社製）
　　　基材：パルプ
　　　塗工層（両面）：カオリン、炭酸カルシウム、澱粉、バインダー樹脂
　　　全体の厚さ：約６０μｍ
【０１６７】
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【表６】

【０１６８】
（実施例１）
　インクジェット用前処理液として、調製例１で調製したインクジェット用前処理液ａを
用い、インクジェット用インク組成物として、製造例１で製造したインクセット１を用い
て、下記に示す評価方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価
を行った。
【０１６９】
－画像濃度の評価－
　前記記録媒体α、β、及びγにインクジェット用前処理液を塗布しないで、前記インク
セット１を充填したプリンター（商品名：ＩＰＳｉＯ　Ｇ７０７、株式会社リコー製）を
用いて記録密度３００ｄｐｉでワンパス印字を行い、ブラック、シアン、マゼンタ、及び
イエローの各ベタ画像を反射型カラー分光測色濃度計（商品名：Ｘ－Ｒｉｔｅ９３８、Ｘ
－Ｒｉｔｅ製）を用いて測定した各色の画像濃度をｄ０とした。
　次に、調製例１のインクジェット用前処理液ａを、図２に示す構造のプリンター（商品
名：ＩＰＳｉＯ　Ｇ７０７（株式会社リコー製）を実験用に改造したもの）に充填セット
し、前記記録媒体α、β、γに塗布し、乾燥させた後、前記インクジェット用インク組成
物（インクセット１）を充填した同プリンターを用いて３００ｄｐｉでワンパス印字を行
い、ブラック、シアン、マゼンタ、及びイエローの各ベタ画像を、同反射型カラー分光測
色濃度計を用いて測定した各色の画像濃度をｄ１とした。
　各色のｄ０に対するｄ１の比（ｄ１／ｄ０）を算出し、下記評価基準に基づき評価した
。結果を下記表７に示す。なお、下記評価基準において、◎及び○が許容範囲である。
［評価基準］
　◎：１．２０≦ｄ１／ｄ０

　○：１．１０≦ｄ１／ｄ０＜１．２０
　△：１．０５≦ｄ１／ｄ０＜１．１０
　×：ｄ１／ｄ０＜１．０５
【０１７０】
－裏抜け濃度の評価－
　前記画像濃度を測定したベタ画像を用い、記録用紙の裏側から反射型カラー分光測色濃
度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ製）を用いて画像濃度を測定した値をｒ１とし、表面裏面ともに画像
のない非画像部を、同反射型カラー分光測色濃度計を用いて画像濃度を測定した値をｒ０

とした。
　各色のｒ１からｒ０を引いた値（ｒ１－ｒ０）を算出し、下記評価基準に基づき評価し
た。結果を表７に示す。なお、下記評価基準において、◎及び○が許容範囲である。
［評価基準］
　◎：ｒ１－ｒ０　＜０．０５
　○：０．０５≦ｒ１－ｒ０　＜０．１０
　△：０．１０≦ｒ１－ｒ０　＜０．２０
　×：０．２０≦ｒ１－ｒ０

【０１７１】
－カラーブリードの評価－
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　前記インクセット１を充填したプリンター（商品名：ＩＰＳｉＯ　Ｇ７０７、株式会社
リコー製）を用いて、マゼンタ、シアン、イエロー、前記マゼンタと前記イエローとを記
録媒体上で混色させて形成した赤、及び前記シアンと前記イエローとを記録媒体上で混色
させて形成した緑のカラーインクのベタ画像部中に、ブラックインクの文字を印字する印
刷パターンを用い、記録媒体として紙（商品名：マイペーパー、株式会社リコー製）を用
いて印字を行った。印字条件は、１００％ｄｕｔｙ、記録密度は、３００ｄｐｉ、ワンパ
ス印字とした。カラーインクとブラックインクとの間のカラーブリード（にじみ）を目視
にて確認し、下記評価基準に基づき評価した。結果を表７に示す。なお、下記評価基準に
おいて、◎及び○が許容範囲である。
［評価基準］
　◎：カラーブリードの発生がなく、黒文字が鮮明に認識できる。
　○：カラーブリードが若干発生し、黒文字が少しにじむ。
　△：カラーブリードが発生し、黒文字がにじむが認識は可能である。
　×：カラーブリードが発生し、黒文字の認識が困難である。
【０１７２】
－耐擦過性の評価－
　前記記録媒体α、β、及びγに、それぞれインクジェット用前処理液ａを片面に均一に
５００ｍｇ／ｍ２～６００ｍｇ／ｍ２でなるように画像濃度の評価と同様の方法で塗布乾
燥した後、前記インクセット１を充填したプリンター（商品名：ＩＰＳｉＯ　Ｇ７０７、
株式会社リコー製）を用いて画像サンプルを作成した。温度２５℃、相対湿度５０％の環
境で２４時間以上放置乾燥させた印字部分を、摩擦試験機（商品名：クロックメーターＣ
Ｍ－１、株式会社東洋精機製作所製）を用い、白綿布を荷重９００ｇで５往復摩擦し、下
記評価基準に基づき評価した。結果を表７に示す。なお、下記評価基準において、◎及び
○が許容範囲である。
［評価基準］
　◎：目視で画像脱落が確認できず、画像周囲の汚れもない
　○：目視で画像脱落がほとんどなく、画像周囲の汚れが少ない
　△：目視で画像脱落は少ないが、画像周囲に汚れがある
　×：目視で画像脱落及び画像周囲の汚れが著しい
【０１７３】
（実施例２）
　実施例１において、インクセット１に代えてインクセット２を用いたこと以外は、実施
例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行っ
た。結果を下記表７に示す。
【０１７４】
（実施例３）
　実施例１において、インクセット１に代えてインクセット３を用いたこと以外は、実施
例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行っ
た。結果を下記表７に示す。
【０１７５】
（実施例４～６）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、調製例２で調製したイ
ンクジェット用前処理液ｂを用いたこと以外は、実施例１～３と同様の方法で画像濃度、
裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表７に示す。
【０１７６】
（実施例７～９）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、調製例３で調製したイ
ンクジェット用前処理液ｃを用いたこと以外は、実施例１～３と同様の方法で画像濃度、
裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表７に示す。
【０１７７】
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（比較例１～３）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、調製例４で調製したイ
ンクジェット用前処理液ｄを用いたこと以外は、実施例１～３と同様の方法で画像濃度、
裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表８に示す。
【０１７８】
（比較例４～６）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、調製例５で調製したイ
ンクジェット用前処理液ｅを用いたこと以外は、実施例１～３と同様の方法で画像濃度、
裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表８に示す。
【０１７９】
（比較例７～９）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、調製例６で調製したイ
ンクジェット用前処理液ｆを用いたこと以外は、実施例１～３と同様の方法で画像濃度、
裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表９に示す。
【０１８０】
（比較例１０～１２）
　実施例１～３において、インクジェット用前処理液ａを塗布しなかったこと以外は、実
施例１～３と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性の評価
を行った。結果を下記表９に示す。
【０１８１】
（比較例１３）
　実施例１において、インクセット１に代えて、合成例４のインクセット４を用いたこと
以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性
の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８２】
（比較例１４）
　実施例１において、インクセット１に代えて、合成例５のインクセット５を用いたこと
以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリード、及び耐擦過性
の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８３】
（比較例１５）
　比較例１３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、インクジェット用前処理
液ｂを用いたこと以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリー
ド、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８４】
（比較例１６）
　比較例１４において、インクジェット用前処理液ａに代えて、インクジェット用前処理
液ｂを用いたこと以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリー
ド、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８５】
（比較例１７）
　比較例１３において、インクジェット用前処理液ａに代えて、インクジェット用前処理
液ｃを用いたこと以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリー
ド、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８６】
（比較例１８）
　比較例１４において、インクジェット用前処理液ａに代えて、インクジェット用前処理
液ｃを用いたこと以外は、実施例１と同様の方法で画像濃度、裏抜け濃度、カラーブリー
ド、及び耐擦過性の評価を行った。結果を下記表１０に示す。
【０１８７】
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【表１０】

【産業上の利用可能性】
【０１９１】
　本発明のインクジェット用前処理液、並びに、該インクジェット用前処理液を用いた本
発明のインクジェット記録方法は、インクジェットプリンターでの吐出信頼性が高く、色
材として水溶性染料を用いた場合であっても、文字にじみ（フェザリング）や色境界にじ
み（カラーブリード）が生じることなく、画像の濃度や耐擦過性に優れ、印刷画質の向上
を実現することができる。
　そのため、本発明のインクジェット記録方法は、インクジェット記録方式による各種記
録装置、例えば、インクジェット記録用プリンター、ファクシミリ装置、複写装置、プリ
ンター／ファックス／コピア複合機などに好適に使用することができる。
　また、本発明のインクジェット記録物は、本発明の前記インクジェット記録方法により
記録されるため、文字にじみや色境界にじみがなく、画像の濃度に優れ、印刷画質に優れ
たものである。
【符号の説明】
【０１９２】
　　　　１　前処理液
　　　　２　膜厚制御ローラ
　　　　３　汲み上げローラ
　　　　４　付与ローラ
　　　　５　カウンタローラ
　　　　６、１７　記録媒体（用紙）
　　　　７、１８　給紙ローラ
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　　　２０　記録ヘッド
　　　３１　記録媒体ガイド
　　　３４　記録媒体戻しガイド
　　　４２　インクジェット用前処理液容器
　　１０１　装置本体
　　１０２　給紙トレイ
　　１０３　排紙トレイ
　　１０４　インクカートリッジ装填部
　　１０５　操作部
　　１１１　上カバー
　　１１２　前カバーの前面
　　１１５　前カバー
　　１３１　ガイドロッド
　　１３２　ステー
　　１３３　キャリッジ
　　１３４　記録ヘッド
　　１３５　サブタンク
　　１４１　用紙載置部
　　１４２　用紙
　　１４３　給紙コロ
　　１４４　分離パッド
　　１４５　ガイド
　　１５１　搬送ベルト
　　１５２　カウンタローラ
　　１５３　搬送ガイド
　　１５４　押さえ部材
　　１５５　加圧コロ
　　１５６　帯電ローラ
　　１５７　搬送ローラ
　　１５８　テンションローラ
　　１６１　ガイド部材
　　１７１　分離爪
　　１７２　排紙ローラ
　　１７３　排紙コロ
　　１８１　両面給紙ユニット
　　１８２　手差し給紙部
　　２００　インクカートリッジ
　　　　Ａ　インクジェット用前処理液付与動作の終了部
　　　　Ｂ　記録走査開始部
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１９３】
【特許文献１】特開２００３－０９６３６９号公報
【特許文献２】特開２０１０－０３０３０５号公報
【特許文献３】特表２００９－５０９８２２号公報



(54) JP 5594089 B2 2014.9.24

【図１】

【図２】



(55) JP 5594089 B2 2014.9.24

【図３】



(56) JP 5594089 B2 2014.9.24

【図４】



(57) JP 5594089 B2 2014.9.24

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１２－１１５６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２７６３８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１５４７６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２９７５６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１６６３８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－００２６９２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｄ　　１１／００－１１／５４　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　　２／０１　　　　
              Ｂ４１Ｍ　　　５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

